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⽇日時：2025年年2⽉月24⽇日（⽉月・休）�
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❶ 　参考上映『東京外国語⼤大学対談シリーズ�
 　 　100歳ジャーナリストむのたけじさん』�
 　 　 　 　 　 　 　（77分：13：35〜～14：50）�
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第11回  むのたけじ反戦塾(2025/2/24）  ⼿手元資料料�

憲法9条こそが⼈人類に希望をもたらす�
〈むのたけじさん最後の演説要旨〉�

�
 　私はジャーナリストとして、戦争を国内でも海
外でも経験した。相⼿手を殺さなければ、こちらが
死んでしまう。�
 　本能に導かれるように道徳観が崩れる。だから
戦争があると、⼥女女性に乱暴暴したりものを盗んだり、
証拠をけすために⽕火をつけたりする。これが戦場
で戦う兵⼠士の姿だ。�
 　こういう戦争によって社会の正義が実現できる
か。⼈人間の幸福は実現できるか。�
 　戦争はけして許されない。それを私たち古い世
代は許してしまった。新聞の仕事に携わって真実
を国⺠民に伝えて、道を正すべき⼈人間が何百⼈人いて
も何もできなかった。戦争を始めてしまったら⽌止
めようがない。�
�
 　ぶざまな戦争をやって残ったのが憲法九条。�
 　九条こそが⼈人類に希望をもたらすと受け⽌止めた。
そして七⼗十年年間、国⺠民の誰も戦死させず、国⺠民の
誰も戦死させなかった。これが古い世代にできた
精いっぱいのことだ。道は間違っていない。�
�
 　国連に加盟している何処のクニの憲法にも憲法
九条と同じ条⽂文はない。⽇日本だけが故事のように
あの⽂文章を掲げている。�
必ず実現する。この会場の光景をご覧なさい。若若
いエネルギーが燃え上がっている。⾄至る所に⼥女女性
たちが⽴立立ち上がっている。新しい歴史が⼤大地から
動き始めた。�
 　戦争を殺さなければ、現代の⼈人類は死ぬ資格が
ない。�
 　この覚悟をもってとことん頑張りましょう。�
�
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�
�
	

資料料❶ 　第11回反戦塾に向けて 　武野⼤大策�

 　むのたけじは、もちろんこうした平和を維持するための努⼒力力
は⼤大切切ですが、社会体制を⼯工夫して、黙っていても平和である
「戦争のいらぬ 　やれぬ世へ」を作れないかと考えていました。
戦争が農耕創始で富が蓄えられるようになり、国家ができてか
らするようになってから起きているから、そうした社会は可能
であると考えていました。しかし、現実にどのようにすればそ
れを実現できるかというような具体的⽅方策を提⽰示することがあ
りませんでした。もちろん、今私たちは⽯石器時代や縄⽂文時代に
戻ることはできません。新たな体制を作っていくことが求めら
れると思います。 　�
 　そこで、私たちが考えていかねばなりませんが、これまでも
戦争にならないようにするためのたくさん試みがありました。
代表的なものは、第⼀一次世界⼤大戦後、その反省省のもとに国際連
盟が作られましたが、その役割を果たせませんでした。第２次
世界⼤大戦には国際連合が作られましたが、これもまた、現在起
きていることに⼗十分対応できていません。こうしたことに関し
て、むのたけじは⽇日本語の訳語が国際連盟、国際連合の体質を
よく表していると⾔言っていました。国際の「際（さい）」は物
と物とが接するところという意味ですから、これらの組織が⾏行行
なっていることは国と国をすり合わせることばかりで、中⾝身に
⼊入っていかないから、物事を解決できないと⾔言っておりました。�
 　⼤大きな組織を作ったりしても思うようにいかないものです。
さらに国のあり⽅方をお⼤大幅に変更更するといった⼤大胆な変⾰革をし
なければ実現できないように考えるけど、案外簡単なことでも
⼤大切切なような気がする。この反戦塾でも何回も取り上げていま
すが、むのたけじが2016年年の有明防災公園の憲法集会で指摘し
たことです。第２次世界⼤大戦で⽇日本は無惨な敗戦を経験して、
残ったものが憲法９条戦争放棄です。この憲法９条を、戦後⽇日
本の精神的⽀支柱にして戦後復復興を成し遂げ、しかも戦争に直接
加担をせずにこられたことを強調しています。こうした結果、
事故や傭兵で⾏行行った⼈人などを除くと、戦後70年年間以上国⺠民の誰
も戦死させず、他国⺠民の誰をも戦死させなかったと強調した。 　 　�
 　私はこうしたことが成し遂げられたことは、もちろん⽶米国の
核の傘の中にあるということがあるが、憲法に戦争放棄という
ことを書いて、それを国⺠民が⼤大事にしてきた要素が⼤大きいと思
う。それなのに、安倍政権は集団的⾃自衛権容認を閣議決定し、
2016年年それを運⽤用する決まりを定めた安保法制を決めている。
これにより、憲法９条第１項にある「国権の発動たる戦争と、
武⼒力力による威嚇⼜又は武⼒力力の⾏行行使は、国際紛争を解決する⼿手段と
しては、永久にこれを放棄する」が無⼒力力化され、⽇日本の安全保
障環境は⼤大きく変えられたのです。�
 　この変更更については、多くの国⺠民が国会を囲んで反対運動を
し、法案が成⽴立立後、全国規模での安保法制違憲訴訟が⾏行行われ司
法の判断がなされました。その判断は実際に被害を受けていな
いから判断ができないということで棄却というもので、私たち
から⾒見見れば国家の重⼤大な⽅方針変更更に、司法が判断しなかったと
いうことになります。今後、この変更更によって、軍事費が国家
予算の中で増⼤大することも踏まえて、これまで⻑⾧長いこと維持し
てきた政策変更更が必要であったかを⾒見見ていくことです。そして、
⽇日本において平和主義が外交の中⼼心に据え、⼀一⽣生懸命ものづく
りして経済発展をさせた時期があったことは少なくとも次の世
代に伝えなければならないことです。�
 　さらに、こうした変更更をする要因は、確かに尖閣諸島に中国
の漁船や海警局の船が来たということがあるけれど、アメリカ
の中国封じ込め政策の⼀一翼を担うことにあることは認識識するべ
きことです。これはアメリカのトランプ⼤大統領領の就任式を⾒見見な
がら書いているが、アメリカの意向に沿わないと、すぐ⾼高い関
税をかけるというのは世界から嫌われるだろう。翌⽇日の22⽇日の
新聞には「トランプ⽶米政権、中国への対抗鮮明に 　発⾜足直後に
⽇日⽶米豪印外相会合」という⾒見見出しが踊っている。本当に、戦前
にしたくないですね。（2025年年1⽉月22⽇日）�
�
�
�

第11回反戦塾に向けて�
――「いまを戦前にさせない」ために�
  �

武野⼤大策�
 　2025年年が明けました。�
 　今年年は、戦後80年年という区切切りの年年になります。さらに、
そのような区切切りというだけでなく、今後の世界の動きをみ
ると、⼈人類が⽣生存できるかの分⽔水嶺嶺になる年年のように感じら
れます。むのたけじの「希望は絶望のど真ん中に」で、述べ
られている「⼈人類の余命は40億年年か、40年年か」を決める年年に
なるかもしれない。そのこともあって、むのたけじ反戦塾は
これまで話し合ってきたことを再度度まとめて出したいという
ことになるわけです。�
�
 　2022年年２⽉月に始まったロシアのウクライナ侵略略は続いてい
る。23年年10⽉月に始まったイスラエルのパレスチナのガサへの
侵略略は虐殺⾏行行為が続いましたが、⼀一応停戦の合意がなされま
した。しかし、最近では、トランプ合衆国⼤大統領領がデンマー
ク⾃自治領領のグリーンランドを獲得の話をしたりして、また、
⻄西側がよくいうのは中国の海洋進出もあります。いわゆる軍
事⼤大国と呼ばれるところの横暴暴がめだちます。こういう状況
で、⽇日本政府も厳しい財政事情の中で軍事予算を多くして軍
備を強化しています。しかも、世論論調査を⾒見見ると、その⽅方針
を⽀支持する⼈人が多い。だから、第⼆二次世界⼤大戦前のようだと
いわれるのだと思います。�
 　しかし、それで良良いのだろうか。第⼆二次世界⼤大戦では、研
究者により幅がありますが、広く流流布しているものは5000万
⼈人から8000万⼈人の死者がいたとされます。第⼀一次世界⼤大戦の
戦死者の推定が900万⼈人から1500万⼈人以上と⾔言われています
から、第⼀一次から５倍以上です。もし核爆弾が多数ある現在、
第三次世界⼤大戦が起きたら、どれだけの被害が出るか計り知
れません。しかも、被害が⾮非戦闘員の市⺠民が負うことになる
ことになるのです。�
 　このこと⼀一つとっても、軍備を整えて備えるという選択肢
はなく、いかに戦争を起こさないようにする努⼒力力が必要であ
ると考えます。加えて、⽇日本は資源のない国です。⾷食料料⾃自給
率率率も低いです。貿易易が⽌止まることがあれば⽣生存できない国で
す。このことは世界的で⾒見見てもほぼ同じで、グローバル経済
が広まった現在では戦争により⾃自由貿易易が成り⽴立立たなくなる
と、経済が成り⽴立立たないのは明らかなことです。そのように
考えると、憲法９条を守る⼈人たちを頭の中に花でも咲いてい
そうなほど能天気なことをいう「お花畑論論者」といわれるが、
私はやみくもに武⼒力力を増強するほうがそれにあてはまるので
はと思います。�
�
 　それでは武⼒力力に頼らないで国を守るとは、何があるか。そ
うした議論論をするのも「むのたけじ反戦塾」です。もちろん、
⽇日本は憲法９条を守っていれば、それで良良いというものでは
ありません。平和を実現するには多くの努⼒力力が必要です。⼀一
般でも⾔言われることはまず「外交」です。国家間の紛争を裁
く国際機関、今は国際連合に代表されるものだと思いますが、
ここに頑張ってもらうのもあります。また、我々も⽇日頃から
他国の理理解を深めて、いわば⺠民間外交のようなこともあると
思います。国際情勢の変化に常に⽬目を光らせてそれを世の中
に知らせるジャーナリズムの仕事も役⽴立立ちます。さらに、戦
争などは経済の落落ち込みなどから起ころことが多いので、経
済を安定化させるといったこともあると思います。そして、
最も⼤大事なのは、国⺠民が平和を愛することです。そのことを
声⾼高々に発⾔言することなど、いまの社会体制では平和を維持
することは⼤大変な努⼒力力が必要です。�
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資料料❷ 　参考上映「100歳ジャーナリスト  むのたけじさん」（１）�

 　�

参考上映『東京外国語⼤大学対談シリーズ�
 　100歳ジャーナリスト  むのたけじさん』�
 　 　 　 　 　 　（77分：13：35〜～14：50）�
�
東京外国語⼤大学⻑⾧長対談シリーズ：�
100歳ジャーナリストむのたけじさん �
https://www.youtube.com/watch?v=xUFPAL4m9_̲E�
2015/10/20  �
 　⽴立立⽯石博⾼高東京外国語⼤大学⻑⾧長と100歳のジャーナリストむ
のたけじ（武野武治）さんの対談の模様です。�
 　むのさんは、東京外国語⼤大学の前⾝身である東京外国語学
校のスペイン語科を1936年年に卒業され、報知新聞記者を経
て、1940年年朝⽇日新聞社に⼊入社されますが、敗戦を機に戦争
責任を感じて退社。その後、地元の秋⽥田県で1948年年に週刊
新聞『たいまつ』を創刊し、反戦の⽴立立場から⾔言論論活動を続
け、執筆・講演等を通じて、100歳を迎えた現在もジャー
ナリストとして活躍しています。�
 　今回の対談では、むのさんの学⽣生時代の記憶や今後本学
へ期待することを伺いました。�

［追悼］むのたけじさん〜～本学での学びの記憶、いま伝え
たいこと、未来へ�
�
2016年年8⽉月21⽇日、本学卒業⽣生で101歳ジャーナリストのむ
のたけじ（本名：武野武治）さんが逝去されました。�
むのたけじさんは、1936年年、本学前⾝身の東京外国語学校ス
ペイン語学科（⽂文科）を卒業後、報知新聞社を経て朝⽇日新
聞社に⼊入社しましたが、敗戦を機に戦争責任を感じて退社。
その後、地元の秋⽥田県で1948年年に週刊新聞『たいまつ』を
創刊し、反戦の⽴立立場から⾔言論論活動を続けていました。�
昨年年度度10⽉月に⾏行行われた⽴立立⽯石学⻑⾧長との対談を機に、ホームカ
ミングデイにおいて、80年年越しに卒業証書を授与すること
もでき、80年年前の東京外国語学校時代の記憶などもお伺い
することができました。�
むのたけじさんを偲んで振り返ります。�
むのたけじさんの来歴  �
80年年越しの卒業証書授与  �
本学学⽣生と語る：むのたけじさんインタビュー  �
[
対談]  むのたけじさん×⽴立立⽯石学⻑⾧長：学⽣生時代の記憶、本学
へ期待すること  �
�
むのたけじさんの来歴�
むのたけじ（武野武治）�
1915年年  秋⽥田県⽣生まれ。1936年年  東京外国語学校⻄西語部⽂文
科卒業。報知新聞を経て朝⽇日新聞社に⼊入社。中国、東南ア
ジア特派員となるも敗戦を機に太平洋戦争の戦意⾼高揚に関
与した責任を感じて退社。1948年年秋⽥田県で週刊新聞『たい
まつ』を創刊、反戦の⽴立立場から⾔言論論活動をおこなう。1978
年年『たいまつ』を休刊。その後も旺盛な執筆・⾔言論論活動を
続ける。戦中戦後の混乱期において卒業証書の授与がおこ
なわれなかった本学卒業⽣生の⼀一⼈人として、2015年年10⽉月、
学内にて卒業証書が⼿手渡された。享年年101歳。�
�
80年年越しの卒業証書授与�
�
卒業する年年の2⽉月末に「2・26事件」が発⽣生。当時皇居の堀
のすぐ隣隣にあった東京外国語学校の周辺には兵隊がいて近
づけなかったとのことです。�
�
�
�

2015年年10⽉月31⽇日に⾏行行われた東京外国語⼤大学ホームカミン
グデイ、戦後70年年企画：東京外国語学校・東京外事専⾨門
学校卒業証書授与式において、ようやく80年年越しに卒業
証書を授与することができました。卒業⽣生代表挨拶で
「軍国主義に個⼈人が翻弄弄される惨めな時代だった」、
「感謝と尊敬を⺟母なる学校に捧げたい」と熱く語ってく
ださいました。�
卒業者代表ご挨拶の様⼦子はYouTube:TUFS  Channelで動
画でご覧いただけます。�
�
いま伝えたいこと–外語⼤大⽣生へのメッセージ�
�
―外語⼤大、そして、むのさんの学⽣生時代についてお聞か
せください。  �
いまの毎⽇日新聞社の近くに東京外国語学校[現・東京外国
語⼤大学]はあったんですね。そこは徳川時代の蕃書調所が
あったところで、歴史をさかのぼってみれば、「鎖国は
しているけれど、外国のことは勉強しよう」と、外国⼈人
と実際に会ってみたり、また海外の資料料を集めたりする
ような場所でした。�
神⽥田区[現・千代⽥田区]にはいくつもの⼤大学が集まっていて、
地域全体がまるで「⼤大学のデパート」とも⾔言えるような
場所でした。�
いろいろな⼤大学がそこにありましたが、外語学校の評判
はよかったと思いますよ。「外語の学⽣生は真⾯面⽬目だ、勉
強家だ」とね。ただ、学⽣生には貧乏⼈人の⼦子が多くて、世
間的にもそういう評判だったと思います。建物は⾮非常に
粗末で、⾵風が吹くと屋根が揺れるくらいでした。1学年年が
12か、13種類の外国語で構成されていて、⼀一クラスが30
⼈人くらいだったと記憶しています。�
私は1936年年の卒業ですが、1920年年代から30年年代にかけ
て、⽇日本の社会は⾮非常に揺らいでいました。ヒューマニ
ズム、デモクラシー、ソシアリズム、コミュニズムなど、
政治や社会を変えるためのさまざまな動きが出てきた時
期です。不不安定な社会情勢に呼応するように、学⽣生運動
もありました。�
卒業した1936年年には軍がクーデターを起こした⼆二・⼆二六六
事件がありました。卒業試験の何⽇日⽬目だったか、まさに
その2⽉月26⽇日に、軍隊が学校の⼊入⼝口前にも陣地を張ってい
たのです。卒業試験どころじゃない。軍⼈人から「帰れ」
と⾔言われて、結局学校へ⼊入れずに帰りました。そんなこ
とが起きる時代でしたから、卒業式などもできなかった
のでしょう。それで昨年年、なんと卒業してから80年年後で
すが、学校へ呼ばれて学⻑⾧長から卒業証書をもらいました。
外語⼤大は、⾮非常に時代の流流れに揺さぶられたことがあっ
たんですね。�
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参考上映「100歳ジャーナリスト  むのたけじさん」（２）�

 　�

異異なる⽂文化やことばを学ぶことによって、⽇日本⼈人のもっている
いいかげんさ、あるいはあいまいさについて、⾃自分の考え⽅方を
抉えぐられたと感じました。ショックはありましたが、外国語
を学ぶこととは、⼈人間形成のうえで役に⽴立立つということを知り
ました。ものの⾒見見⽅方や⽣生き⽅方を考えるうえでも、外語学校で学
ぶことができてよかったと思っています。�
―印象に残ったり、むのさんに影響を与えた本はなんでしょう
か。  �
世の中を変える運動に関する本ですね。むかしは神保町にある
古本屋をよくまわっていました。古本屋街に⾏行行けばいい本が安
く⾒見見つかりましたから。当時は貧乏で教科書以外の本など買え
ませんでしたが、社会主義や共産主義、発売禁⽌止になった本が
全部そこに並んでいて、そうした本に⼤大きな影響を受けたと
思っています。�
�
作家としてとくに影響を受けたのは⽂文学者の魯魯迅です。魯魯迅は、
孔⼦子の考え⽅方、儒教の価値観に対して、1⼈人で反対して、1⼈人
で闘っていました。魯魯迅は⼈人間を本気で受け⽌止めて、ごまかさ
ない。私は魯魯迅さんとまったく友達ですよ。『魯魯迅選集』は全
⼀一三巻で、よいのが出ていますから、⼿手にとってみるといいで
しょう。�
―いま、外語⼤大にどのようなことを期待していらっしゃいます
か。  �
いま国際連合に加盟している国家は約200ですが、国家の枠を
越えて、世界全体、⼈人類全体という⽴立立場からの働きは、さっぱ
り進歩しませんね。国家エゴイズムを乗り越えるために、こと
ばの働きや⽂文化の交流流について何が必要か、こういう分野につ
いて外語⼤大は積極的な働きを開拓拓するべきではないか。�
もう1つは、私が重視する少数⺠民族と呼ばれる集団の存在のこ
とです。国家には、多数を占める⺠民族のほかに、1グループの
⼈人数が数⼗十万⼈人から数千万⼈人の規模で存在している⺠民族がいる
ことが多いです。このような⺠民族はロシアには約100の集団、
アメリカと中国には、おのおの50のグループと記憶していま
す。�
これらのグループは、多数を占める⺠民族と異異なる、⼈人種、⾔言語、
宗教をもっているため、差別的、不不平等な扱いを受けている場
合が多いです。そうした扱いに対する反発が世界の混乱を⾼高め
ているようにみえます。だから、⼈人類全体の共存には、少数⺠民
族との相互理理解と協⼒力力へ導くことがもっとも⼤大切切ではありませ
んか。外語⼤大は、ことばの研究を⼟土台にしながら、さまざまな
グループの⽂文化活動、⽣生活実態を明らかにする努⼒力力をすでにな
さっていると聞いていますが、もっと⼒力力を注いでいただきたい
と思います。こうした問題について教師と学⽣生が存分に語り
合っていただききたい。�
―最後に、学⽣生へのメッセージを聞かせてください。  �
学⽣生ら社会⼈人への歩みは、⼈人⽣生の⼤大事な結び⽬目ですね。私の経
験を⾔言えば、この時期はとくに中途半端な態度度がいけないと思
います。⾃自分を駄⽬目にするだけでなく、まわりの⼈人々にも迷惑
を及ぼすことになります。これをやろうと決めたら、まっしぐ
らに命がけでがんばりとおす態度度が⼤大事です。�
私はよく「諦めることを諦めなさい」と⾔言っています。そうす
れば、きっと道は開かれますよ。�
もう1つ、⼈人間には⼀一⽣生に何度度かはいい気分なるときがありま
す。そんなとき、⾃自分を⽢甘やかしてうぬぼれたら駄⽬目ですよ。
他⼈人を⾺馬⿅鹿鹿にするような⼈人間がいちばん⾺馬⿅鹿鹿だと私は思ってい
ますから。�
地球上には80億以上の⼈人間がいる。でも⾃自分は1⼈人しかいない。
あなたはあなた1⼈人です。学⽣生のみなさんにはご⾃自分を丁寧に、
⼤大切切にしながらも⾃自分を⾒見見つめて、死に物狂いで⽣生きていって
もらいたい。これが私の願いです。�
[外語⼤大⽣生に薦める本]『魯魯迅⽂文集』全6巻、⽵竹内好訳、ちくま
⽂文庫、1991年年（『魯魯迅選集』全13巻[岩波書店]は現在品切切
れ）�
（東京外語⼤大学ホームページ 　[追悼]	  むのたけじさん～本学で
の学びの記憶、いま伝えたいこと、未来へ　転載させていただきまし
た。	  
https://www.tufs.ac.jp/tufstoday/topics/alumni/16082201.html）	
�

―学⽣生時代で楽しかったことはなんでしょうか。  �
おもしろかったのは語劇です。フランス語科ならフランス語で
といった具合に、⾃自分が所属する専攻語の劇をやるわけです。
実際に上演するとなると費⽤用もかかり、これは⼤大変でした。で
も、各国の⼤大使やその家族なども観にくるものだから、外語学
校でも語劇については⼤大いに⼒力力を⼊入れていたのだと思います。�
私たちスペイン語科は四年年⽣生のとき、おかしなスペイン語劇、
たしか、ビセンテ・ブラスコ・イバニェスの『⾎血と砂』をやっ
たような記憶があります。親友の江原君と私は「どうせうまく
できないから端役でもやろう」なんて⾔言って、私はお茶茶⽬目な⼥女女
性の役を演じました。�
芝居が終わったら、おかしなことが起きましてね。スペインの
⼤大使館関係者の家族と思われる娘さんたちが5、6⼈人やってき
て、「この中には本物のスペインの⼥女女の⼦子が隠れてる！」と⾔言
う。あの当時、学校には⼥女女⼦子学⽣生は⼀一⼈人もいなかったから、男
⼦子学⽣生が⼥女女性の格好をするわけです。�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
⾐衣装や化粧などは築地⼩小劇場の⼈人たちが⼿手伝ってくれましたの
で、本当にそっくりだったのでしょう。それで、その娘さんの
⼀一⼈人が「スペインの⼥女女の⼦子だ」と⾔言うんです。そこで私は服を
脱いで、胸のふくらみを出すために使っていた綿を⾒見見せてあげ
た。それを⾒見見て、スペインの娘さんたちはキャッキャッと笑っ
ていましたね。�
�
―どうして、外語⼤大に⼊入り、ことばを学ぶようになったので
しょうか。  �
私は、中学⼊入学当初、外国語がこわかったです。それでも、登
校途中でアルファベットを暗記するなど、いろいろ⼯工夫しなが
ら、とにかく横⽂文字に親しむことをしておりました。そしたら、
⼆二年年になったときは、得意になっておりました。�
それで、当時の⽇日本は中国の進出で世界各国から⾮非難されてい
ましたが、外務省省の態度度はよろめいてみじめでした。それで、
ここの分野で働こうとした気持ちがありました。�
―異異なることばを学ぶとは、どのようなことなのでしょうか。  �
外国語を⾝身につける、外国語を正確に理理解しようと努⼒力力する。
そこから⾝身に付いた能⼒力力はかならず役に⽴立立つと思います。⾃自分
が何のためにこの学校に⼊入って、将来をどうするのかは⼈人に
よって違いますから、個⼈人で学びつつ、友達などと経験を語り
合えばいろんな可能性が出てくるでしょう。�
私⾃自⾝身は語学を専⾨門として活かす職業に就いたわけではないで
すが、この学校を卒業してジャーナリズムの道へ⼊入ったことは
よかったと思っています。それを⽰示す⼀一つの話をします。�
ある授業で、スペイン⼈人の先⽣生から呼び出しを受けたことがあ
ります。なんだろうと思っていると、先⽣生から「⽇日本⼈人はこん
な⾺馬⿅鹿鹿な考え⽅方をするのか！」と怒怒鳴られたのです。作⽂文の授
業で、私は「半信半疑」というような内容をスペイン語で書い
たのですが、先⽣生はそれを読んでとても怒怒っていました。先⽣生
によれば、「信じることとは疑わないことであり、半分疑うな
どというのはありえない。それはすべて疑っていることではな
いか。どうして⽇日本⼈人はそんないいかげんなことを⾔言うのか」
ということをおっしゃった。これには本当にショックを受けま
したね。�
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資料料❸ 　第10回むのたけじ反戦塾（2024年年11⽉月16⽇日）の記録 　（１）	

※「むのたけじ反戦塾の記録」は、毎回、参加者のみなさんの
話されたことを書き起こして､次の回の⼿手元資料料に掲載させて
いただいております。ひとりひとりが、今考えていること、問
題だと思っていること、あるいは「戦争はいらぬ、戦争をやら
ぬ世へ｣という反戦への思いを出し合うことが最も⼤大切切だと考
えているからです。�
 　また、みなさんのお話したことを書き起こし、記録とするこ
とを通して、この「反戦塾｣に直接参加していない⼈人にも、み
なさんが考えていることを伝えていくことが出来ると考えてま
す。�
 　しかしながら、録⾳音したものから書き起こしているのですが、
採録者の知識識と教養の無さから、よく聞き取れなかったり、わ
からなかったりしたところがあります。採録しながらもこれは
間違いではないか、と思いながら⽂文字に起こしているところ
（？）や（＊＊＊）で表⽰示）があります。�
 　ご⾃自分の発⾔言と思われるところで，間違いがありましたら、
お知らせ下さい。修正して正しい記録としていきます。�

第10回 　むのたけじ反戦塾 　 　 　 　2024年年11⽉月16⽇日�
  �
●司会：�
 　きょうは、2022年年12⽉月に第1回⽬目を始めてからですね、ちょ
うど10回⽬目の会合になるんですけれども、これまで  2ヶ⽉月に⼀一
度度、あるいは3ヶ⽉月に⼀一度度、この会を重ねてきました。�
 　最初の頃は、それぞれ考えていることを、出し合ってってい
う形だったんですけれども、だんだん回を重ねるごとに、私た
ちがやろうとしていたことと⾔言いますか、  考えようとしていた
ことが、おかげ様で皆さんの考えに⼀一致するところが多くなっ
ていったように思います。�
 　そこで⼿手元資料料とか、案内チラシにも書いたんですけど、こ
の10回⽬目を⼀一区切切りにして、今までの出た意⾒見見と⾔言いますか、
そういったのを元々が反戦のっていうことでどうやったらいい
のか、⾃自分だったらどういう⾵風に考えてったらいいのか、どう
いう⾵風に⾏行行動してったらいいのかっていうことについても、ま
とめと⾔言いますか作ってそれをもうちょっとこう広げていくっ
て⾔言いますか、声を出していくという形にしていきたいと思い
まして、この10回⽬目が1つの区切切りと考えました。�
 　この後のことについてはまた、話し合いの中でさせていただ
きたいと思うんですけれども、できるだけ⾃自分たちで今までこ
う話し合ってきたことをもとに、それを⽣生かしてっていうよう
な形をとっていきたいと思いますので、またご意⾒見見を是⾮非お聞
かせください。�
 　今⽇日ははじめにむのたけじさんが2016年年ですか、亡くなる
前だったと思うんですけど、  2015年年に中野ゼロホールの⽅方で
お話をした講演と⾔言いますか、それを最初に⾒見見ていただいて、
戦争とジャーナリズムというテーマなんですけれども、その後
またいつもと同じようなと⾔言いますか、皆さんの反戦に対する
考え⽅方、そういったことを出し合うような形で、討議を進めて
いきたいと思います。  �
�
（「むのたけじ  緊急講演会『戦争を考える』戦争とジャーナリ
ズム」講演動画上映52分）�
  �
●M.T.：今の動画は何年年ですか？�
●武野：最後の⽅方だと思う、2015年年。�
●M.T.：2015年年、ほぼ10年年前。�
●武野：ええ。ちょっと誤解を招くとのが、最後の⽅方で話した
「敬い合う」です、ちょっと偏った考え⽅方でないかと思ってい
ます。難しい。�
ただ、ここで⾔言おうとすることを⼀一⾔言で⾔言うと多分、平和運動
の必要性っての、要するに戦争がない状態でも、国と国とは仲
良良く出来るってことを認識識するっていう、そういうようなこと
だっていうのは、とても⼤大事なことなんじゃないかなと思いま
す。�
●＊＊：男と⼥女女について強調されてましたね。�
�
�
�
�

●武野：�
 　あれはいつも枕詞のように「うちの息⼦子にこの話をすると、
いつも怒怒られるけど」って先に⾔言ってたんですけど、「敬う」
は⼤大好きな⾔言葉葉なんです。ま、確かにね、愛と敬うって感覚、
ちょっと違った考え⽅方じゃないかなって気はしてるんですけど、
難しい。�
  �
●司会：�
話し合いの⽅方を始めたいと思います。�
きょうは、⼿手元資料料にも書いてあるんですけど、⼀一つは2022
年年の12⽉月から  1回⽬目として始めたんですけれども、10回⽬目っ
ていうことで区切切りとして、それをまとめる形で、これからの
会をやっていきたいと思いまして、そういう進め⽅方について皆
さんのご意⾒見見を伺いたいと思っています。�
 　それからずっと私たちは簡単に、きょうもし初めての⽅方がい
らっしゃったら説明しようと思ってメモを書いてきたんですけ
ど、ちょっとなくなくなっちゃって…。�
 　もともとが今戦争の準備って⾔言いますか、そういったものが
こう進んでいる中で、あるいはそれは2015年年の安保法制以来
なのかもしれませんけれども、皆さん、それに気がついている
⽅方は「何とかしなきゃいけないな」と思いながら、どう動いて
いいのかわからないという⾵風な、私は「憲法を考える映画の
会」っていうのを、2014年年からやってるんですけれども  その
中で出た意⾒見見っていうのもそういった意⾒見見が多くてですね、⼿手
がかりとして私は2016年年ですか、こないだ  前回  ちょっと⾒見見て
いただいたんですけども  有明でのむのたけじさんのアピール
と⾔言いますか、発⾔言を聞いて、それを1つの⼿手がかりというこ
とで、あの憲法であるとか、⺠民主主義であることですか、ある
いは戦争を⽌止めるためのどういうことがあるのか  っていう話
をされていたかと思うんですけれども、それとともにむのたけ
じさんが晩年年、若若い⼈人たちも含めてですね、「戦争をしてはい
けない」「戦争はいらん」「  戦争をさせない」っていう⾵風な
ことで、いろんな発⾔言があるってことをしてですね、それをも
とに、みんなで「どういう⾵風にしてったらいいんだろうか」っ
てことを考えていこうというところで  武野⼤大策さんと⼀一緒に、
この会を始めました。で、会の始めはそれぞれ皆さん、⾃自分の
考えていることっていうのを⾃自由に出し合っていただいてです
ね、話し合っていただいてということで進めたんですけど、ほ
とんど毎回⼀一通りお話がされるとだいたい時間になってしまう
という形であまりこうなんか話し合いで活発にっていうことが
うまくできなかったんですが、でもやはりそうした最初はどち
らかっていうと「こういうことを聞いた」とか「こういう活動
をしている⼈人がいる」とかそういったことを  情報として聞い
て、「なるほどな」と思ったことを出してもらって、それを出
し合うって⾔言うんでしょうか、意⾒見見を出すってことよりも  出
し合ってですね、⾃自分たちが考えていくと、やはり結局は「み
んなでなんかしましょう」っていうのもあるんですけれども、
⼀一⼈人⼀一⼈人が  もっと考えていくことが⼤大切切なんじゃないかって
いうことで  この会を続けてきました。�
 　で  、だんだんそのことに皆さん、参加されていただいた皆
さんもそういう情報を共有するっていうことから、その情報っ
て⾔言いますか、「何をやっていかなければいけないか」ってい
う⾵風な⼀一番基本にやることに話がですね結びついて、  前回な
んかもこの⼿手元資料料に前回の記録を、こうあのちょっと繋がっ
ていたいと⾔言っていただいたんですけれどもかなりそういった
点について、みんなやはり同じ気持ちでいるんだなとか、それ
をこう「何とかしなきゃいけない」と思っているんだなってい
うことをすごくまとまってきたと⾔言いますか、感じが伝わって
きてですね、武野⼤大策さんとも話をして、10回⽬目で⼀一区切切り
にして、これを今まで発⾔言されてきたことを、あの、ランダム
に発⾔言してるんですけれども、いくつかの話のテーマみたいな
ものあるんでそれをちょっとこう整理理してまとめていくってい
う⾵風なことでもともとが毎回必ずこう参加してくださいってい
うのは、かなり難しいことだと思うんで、参加しなくてもこう
いう話がされているっていうことをですね。（次ページへ） 　 　 　 　 　 　 　 　             　 　�
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記録していく、そのことによって参加してない⽅方もだいたい
の話の内容がわかって、また次の話の時にはこういったこと
を話していこうみたいな気持ちになったことを考えたんです
けれど、やっぱり記録していくっていうことはすごく⼤大切切な
ことでですね、皆さんの意⾒見見もこう意⾒見見として、もちろん  そ
れを聞いて「ああなるほどな」と思うんですけれども、やっ
ぱりそれが考える、いろいろ  ⾃自分で考えることも、やっぱり
落落ち着いてるって⾔言いますか、記録をもとに記録したものを
もとに読み返してみたいとか、今回も  2年年前のものから⾒見見てみ
たんですけど、はじめて、「ああ、そういうことを⾔言ってた
んだな」って分かってですね、そういったものをまとめてで
すね、この2年年間の間にどういう話があったかっていうことを
ちょっと整理理してみたいなと思いました。�
 　で  それと、やっぱりそれに即してですね、この間、⼟土⽥田さ
んからお話いただいたんですけれども、来年年は2025年年という
ことで、いろんな意味で節⽬目の年年になるんですね。まあ戦後  
80年年、昭和から考えると100年年⽬目ですか、それともう⼀一つ私
たちが、反戦ということを考える時に考えなきゃいけない  
2015年年、安保法制の年年ですね、以来、この10年年間にどんなこ
とがどんどん「戦争の準備」っていうのが  具体的に進んでい
る、ところがそれに対しての関⼼心っていうのはどんどん薄れ
て⾏行行ってんじゃないかとか、そういったことでまあ、たまた
まですけれども、毎年年さんの亡くなった  8⽉月っていうのが何周
忌っていうことで、ちょっと⼤大きめにということでやってき
たんですけれども、それと合わせて来年年の2025年年の8⽉月を
ちょうど⽬目標にですね、今までの10回のこう話し合ってきた
ことをまとめて、他の⼈人、参加してない⼈人にも何らかのメッ
セージを伝えられるようなですね、⾃自分たちはこんな⾵風に考
えてきた、私たちの考えはこうです、安全に対しての考え⽅方
はこうですっていうものを  出していく。そのためにまとめの
時間とですね整理理の時間とですね、それをこう  何らかの形で
発信できるような形にしていくっていうことをやってみて、
その来年年の8⽉月あたりにはそれをこう発表できると⾔言いますか、
何らかの会を開いていくっていうことで区切切りとしたいなと
思いました。�
 　もちろんその後もいろんな形で続けていくとか、あるいは
違った形で何らかの形を作っていくとか、あるいはそういっ
た意⾒見見を出し合う場みたいなものが、あの集まって話をす
るっていうだけでなくて、⽇日常的にできるような場を作ると
かいろんな考え⽅方を、それもこの11回⽬目、12回⽬目の話の中で
また進めていくというようなことができないだろうかと考え
ています。�
 　きょうは、そういった意味で今までの集まりと同じように
⽇日本が、ていうか私たちの国がこう⾮非常に戦争の危険ってい
うのがやっぱり迫っているって、前回まで⾃自衛隊のことであ
る  とか、⽇日⽶米安保のことであるとか、あるいはメディアの問
題であるとかいろんな課題っていうのを含めて、あるいは私
たち⾃自⾝身がこうすごくそういったことについて話す、話し合
うってことをしなくなっているとか、若若い⼈人たちにどういう
⾵風に伝えたらいいのかっていうところでなかなか答えが出せ
ないでいるとか、そういったことをこう、いろんな課題や問
題、あるいは  テーマがあるかと思うんですけれども、そう
いったものをまた継続して話をしていっていただきたいなと
思いまして、今⽇日のお話はそういった線、出していきたいと
思います。�
 　合わせてやはりこの前回やったのは  8⽉月の17⽇日なんですけ
れどもそれから3ヶ⽉月の中で随分、政治的なというか  社会的な
状況がどんどん変わってきたっていうまああの内閣が変わる
のを始め、選挙があったり、⼀一番やっぱりアメリカの⼤大統領領
選の結果とかですね、そういったものが今まで話し合ってき
た中で私⾃自⾝身もどう考えていったらいいのかわからないって
いうところがあってですね、それを今まで話し合ってきたも
のの中から、何かもし皆さんのご意⾒見見とかですね、あるいは  
こんなことを知ってるかみたいなことも含めてなんですけれ
ども、交えてお話いただければなと思っています。これは私
がちょっとよくわかんないでいるんで皆さんにお願いしたい
ことなんですけど。�
�

�
�
	

資料料❸ 　第10回むのたけじ反戦塾（2024年年11⽉月16⽇日）の記録 　（２）	

●武野：�
 　私⾃自⾝身、⽣生物学をずっとやっていた関係がありまして、今回
が最後と⾔言うこともあって、その関連の話しします。ダーウィ
ンの進化論論なんですが、要するに戦争を肯定するのはないとさ
れるが、本来の意味と違う理理解が広まっています。進化論論で基
本的には戦うことによって戦いに勝ったものが、優れてると誤
解されています。この考えは⽣生物学的には間違っているのです
が、優⽣生学っていう形で広まりました。障害者の問題とかそう
いうのを引き起こしました。⼀一⽅方、今⽣生物、要するに⽣生きもの
理理解が、かつてなく⾮非常に進んでいて、⽣生物の中で⾏行行われてい
る基本的になことはほぼわかっているのに関わらず、結局⼈人間
とかはその理理解に沿った形で、すなわち⽣生物の本性に従って⽣生
きていくことが⾮非常にいいはずなのに、それがなされていない
というのが  私⾃自⾝身の元々感じていることです。�
 　たとえば、こういうような戦争とかなんとかっていうものは、
⽣生物本来⽣生き⽅方をすればあり得ない話です。  要するに勝った
ものが優れているってことはけしてないし、⾷食物連鎖で互いに
⾷食べ合わねば⽣生存できないという宿命で、⾷食べ合うことがある
のですが、それ以外では殺し合わないというのが原則です。な
ぜなら、⼈人間とかこういうような⽣生物が⽣生きられるのは他の⽣生
物も⽣生きていられるからで、またこれだけ  繁栄してきたって
いうのは、⽣生物の多様性って、いろんなもの、いろんな種類の
ものがあるから環境変化にも耐えられこれだけ⽣生き延びられて
きたんだとなっています、１種類単体だったら、環境変化につ
いていけず完全にだめで、  たぶん⽣生物っていうのはなかった
だろう。  ⽣生物は多様性を⼤大事にしうるから、従って違うもの、
すなわち他⼈人を⼤大事にしなければなりません。冒頭に話してい
た⽗父が⾔言った「敬う」ことにつながると思います。�
 　私は⽣生物の本来の姿に沿っていくということをもうちょっと
詰めていければと思っています。  �
 　それでですね、まあちょっとあの花崎さんの⽅方からの説明が
あって、少し  補⾜足させていただきます。いつもは私が話した
ことを花崎さんが補⾜足する形になることが多いのですが、今回
は多分花崎さんの⽅方で補⾜足してくれると思います。基本的には
この会のですね、皆さんの発⾔言っていうのはなかなかちっちゃ
い⽂文字で書いてて振り返ることがないと思うんですけど、それ
ぞれ個⼈人の話って⾮非常に⾯面⽩白い話がたくさんあるんです。�
 　それをですね、やっぱりそのまま残してあげたいというのが、
私と花崎さんの間の中での共通認識識なんです。それで⾮非常に
ちょっと⼤大変だっていうこともあるんですけれども、これを1
回から10回までの発⾔言集を作りたいっていう結構⼤大変な作業  
をしたいと考えています。それでまあ⼀一⼈人⼀一⼈人の個⼈人の話が残
るように作りたいということです。まあただこれは⼀一般書とし
ては多分売ることができないように考えています。この中で簡
易易的な印刷という形で、これをやってですね、のこしたいとい
うことです。�
   　そのあとできたら、⼀一般書としても出したいと考えていま
す。基本的には（この⼿手元資料料の）  3ページ⽬目のと本の構想も
ところに書いてあります。ただ、なかなか今、本を出すの⼤大変
なんで、出せるかっていうのは⾮非常に厳しいところなんですけ
ども、要するに  安倍政権が集団的⾃自衛権の容認っていうこと
をして、⽇日本が戦争ができる国になった前提で、多くの⼈人がど
うするかを考えてもらうためにもそれが⾮非常に⼤大きいわけです。�
これまでのことを振り返ってみれば、安保法制反対運動っての
は2015年年ぐらいに⾮非常に盛んに⾏行行われました。うちの⽗父も
あっちこっちに参加して、まあある意味では花だったわけです。
そうした反対運動を無視して、政府は法案を通し、実際に今、
沖縄であれ、それに沿った形で⾮非常に軍備が進んでいる。それ
に対する反対運動がないというと怒怒られちゃうんだけども、反
対運動が地域限定的で、それほど盛り上がってないということ
があると思うんです。�
 　で、だけどやっぱりちゃんとそれは反対運動しないといけな
いっていう気持ちがあるわけで、ただ反対ってというだけでは
ダメなところが、この会の⾮非常に⼤大事なところです。⼀一般的に
反対っていうのはたくさんあります。  反対の中のどう⾔言うこ
とで反対なのかと話していくことがこの会のとても⼤大事なこと
だと思うんです。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（次ページへつづく） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
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 　どう⾔言う意味で、どういう平和を求めるかって⾔言うことをき
ちっと提⽰示すると⾔言うことが我々の会の中でとても⼤大事なこと
なんじゃないかなという思いが⼤大事なんじゃないかという思い
があります。さらに、私たちはどういう社会を求めてるのかっ
ていうようなことも⽰示すことが⼤大切切じゃないかなと思うんです。
そういうようなことを、やっぱりあの皆さんにアピールするこ
とをしたいと、（⼿手元資料料の）  3ページ⽬目にちょっと本の構
想っていうことを書いたわけです。⼀一⾔言で⾔言えば、安保法制以
降降の私たちの流流れっていうものを明⽰示するような本が必要なん
じゃないかっていうことですね。�
 　それで戦後の⽇日本の平和運動っていうのを振り返ると、今の
ノーベル賞もらった核廃絶運動から多分始まっているんですね、
核廃絶運動があって、  3発⽬目の原爆が使わせないってうちの⽗父
が盛んに⾔言っていたものだから、頭の中に残っているんですけ
ど、3発どころじゃなくて、30000発作らせたんじゃないかと
いう話をしているんですけど、それがありました。その後安保
反対があって、9条の会が中⼼心になっての運動がありました。
それで核廃絶のノーベル賞の運動は、私はほとんど知らないし、
安保、安保反対運動も分かりませんので、基本的には9条の問
題から始めていくという形になるんだと思うんですね。�
 　9条の話の⼤大事なことは、さっき⾔言ったように、うちの⽗父が
有明のところで話したように、要するに9条があることで、ア
メリカの⽀支配下で、安保がある中でも⽇日本独⾃自の外交ができて
きたんだと思うんです。あの2003年年⾃自衛隊がイラクとかなん
とかに⾏行行く時に、戦闘に⼊入らないとか、⼊入らないとかが問題に
なり、議論論もあったし、法律律を作らねばならず、抵抗もできま
したね。しかし今、それが全くダメになっている。要するに  
集団的⾃自衛権  容認  っていう形のことがあって基本的には⽶米軍
と⼀一緒に、⽶米軍  だけでなくて  あの  イギリス軍とか他のいろん
な国と⼀一緒にと⾏行行動できるような形を今採っているわけで
す。  だからもともとの  9条の精神っていうのは、ほとんど潰
されちゃったっていう形になっているのに、未だに9条、この
前の5⽉月の発布の⽇日というのは、9条守れとデモやっていまし
たけれども、そういうような状態になっているんだっていうこ
とをきちっと理理解してもらうようなことが⼤大事ではないかかと
最初の項⽬目にしました。�
 　で、2番⽬目は要するに私⾃自⾝身が感じていることは、⽇日本の平
和運動っていうのは世界に向かってないんですよね、  世界の
状況をあまりとらえてなくて  単独でやっているって形、  今の
世界の状況はどういうようなことなのかっていうことを疎かに
している感じがします。そこで  2番⽬目に取り扱う。これは私も
あんまり得意じゃないんで、皆さんにいろいろ教えていただか
ないといけないかもしれないんです。�
 　そういうような形をやってですね、それと3番⽬目は要するに
反対運動は反省省とか、振り返りが少ないんです。結局その後、
安保反対運動では2つのことを中⼼心的に、つまり、違憲訴訟と
それから野党共闘の運動が中⼼心的なったと思うんです。  �
違憲訴訟は私も⾒見見学させてもらったんです。けど、違憲訴訟は
基本的には棄却という形で終わってですね。  そういうような
棄却っていう形で終わって焦燥感を持っている。そしてその後、
何かするかと思ったらまた市⺠民運動しかないじゃないか  って
いうような話しか、なかったんです。�
 　それから野党共闘の⽅方は、今こそ  野党共闘やらなきゃいけ
ないのに、結局野党がまとまれば  野党で政権を作れるのに、
それができない。国⺠民⺠民主が単独⾏行行動して、そういうようなこ
とで  両⽅方ともあんまりパッとしない。まあそういうようなこ
とで、私たちでなぜこういうようにいろいろ  運動してきたの
に、実を結んで来なかったかっていうのをちょっと反省省するよ
うな形になります。�
 　それじゃ今度度はどう⾔言うような社会を⽬目指す  かって皆さん
のこれからを今まで平和塾で話し合ったことを中⼼心に、どうい
う社会を求めてるかっていうのを書いていけば良良いと考えてい
ます。そういうような4つの柱にしたような形にして⼀一般書と
して出せればなっていうような思いでいるところです。  �
�

�
�
	

資料料❸ 　第10回むのたけじ反戦塾（2024年年11⽉月16⽇日）の記録 　（３）	

●M.T：�
 　前回と⼤大きな情況が変わったというのは、やはり衆議院議員
選挙で⾃自⺠民党が⼤大負けしてしまったということだと思うんです
ね。それでずっと第2次安倍政権が始まってから、ずっと⼼心配
していたのは衆議院で憲法改悪、憲法変えるというですね  そ
れが発議されてしまうんじゃないかと、（発議に必要な）） 　
2/3があったんですね、安倍政権は。それがなかなか安倍政権
としてもそこまで踏み切切れなくて、結局集団的⾃自衛権の⾏行行使の
⽅方向に踏み込んだり、その後を継いだ  岸⽥田政権が攻撃能⼒力力の
保持とかですね、そういうような⽅方向に踏み込んではいたんで
すけれども、憲法改悪まではさすがにできなかった。今回の衆
議院議員選挙で⾃自⺠民、公明、維新、国⺠民⺠民主⾜足してもですね、
280位かな、それで衆議院の3分の2が310議席ですから、⾜足り
ないですね、ですからもう憲法改悪の発議は出来ない、と⾔言う
状況が⽣生まれたんですね。できれば来年年の参議院選挙でも、⾃自
⺠民党、今3分の2持ってますので参議院議員、これもまた少数
政党に落落とし込む、と、そして来年年7⽉月が参議院選挙ですので、
野党が何とか話し合いをして、⾃自⺠民党に⼩小選挙区で勝てるよう
にしていけば、⼗十分⾃自⺠民党、公明党に対抗する野党勢⼒力力ができ
るんじゃないかなというのは市⺠民としてですね  、希望になっ
て来たなと、⾔言うように思いました。�
 　それであの、世界戦争ってこと考えるとですね、ウクライナ
戦争は、果たしてアメリカのトランプ⼤大統領領、来年年の1⽉月から
スタートしますけれども、彼がウクライナ戦争に対してどう⾔言
う対応をとるんだろうかというのに注⽬目しておくべきだと思い
ます。ウクライナ戦争を停戦に持っていくのか、バイデンは⽌止
められませんでしたからね。トランプ⼤大統領領の動きを注⽬目して
いくことと、中東でイランとイスラエルが本格的な戦争になら
ないかどうか、東アジアですと、おそらく台湾有事って⾔言うの
は起こらないですね、中国が台湾を攻めても何の利利益もないの
で、台湾で動きがあると思えません。その代わり、北北朝鮮がロ
シアと軍事条約を結んでウクライナに朝鮮軍がいま派遣されて
るわけですよね。これが  逆に北北朝鮮と韓国が⼀一触即発の状態
になるとロシアが北北朝鮮の⽀支援として軍を送ってくる可能性も
あるんですね、今の⼤大韓⺠民国のユン⼤大統領領の⽀支持率率率がですね、
17%  なんです。保守政権の⼤大統領領なんですけれども、⽀支持率率率
が17%で、5年年の⼤大統領領の任期の今半分  なんですね。�
 　残り2年年半あるんですけど、  このままユン⼤大統領領がジリ貧に
なっていくのを、⾃自分で認めてしまうのか、それとも⼈人気稼ぎ
のために北北朝鮮と戦争⼀一歩⼿手前の⼩小規模な戦闘を起こすことが
ですね、外に敵を作れば、ユン⼤大統領領としては⾃自分の⼈人気回復復
に役⽴立立つので、いま、⼀一番危ないのは、北北朝鮮と⼤大韓⺠民国との
間の戦闘がもしかしたら起きるかもしれない、それが東シナ海
で起きうる⼤大きな危険な情況なのではないかなと思います。�
 　⽇日本の市⺠民運動としては、やはり、つまり台湾問題を⼝口実に
して、沖縄にミサイル部隊を  ⾃自衛隊のミサイル部隊を派遣し
て、⿅鹿鹿児島から沖縄、  与那国島までミサイル基地を作って  で
すね対抗するという⾃自⺠民党の政策は、もう意味がないと。そう
⾔言うことを市⺠民運動の中で、平和運動としてはっきりと位置づ
けていくことがあるのではないかなあと。北北朝鮮と⼤大韓⺠民国と
の関係を今後注⽬目していく必要があるのかなあいと、私は前回
の「反戦塾」から今⽇日まで動きを⾒見見ていて感じたことでした。�
�
S.H.�
僕よくわからないんですけれども、北北朝鮮と⼤大韓⺠民国との関係
ですよね、これは⽇日本にとって⼀一番、危ないんじゃないかと、
台湾より危ないんじゃないかと。で、先⽣生にお聞きしたいんで
すけど、これこの、朝鮮半島の戦争って⾔言うのはまだ終わって
ないですよね、ですからさっき先⽣生おっしゃっていましたよう
に、⽇日本の平和運動って⾔言うのは、国際の⽅方に向いているか、
向いてないかも含めてなんですけど、南の⽅方ですとASEANと
いうグループが出来てます。僕思うには、  北北朝鮮、韓国、中
国、ロシアも含めましてですね、そこに⼀一つのコミュニティを
作って、その朝鮮戦争を終わらせるような動きを、⽇日本がイニ
シアチブをとって、やって⾏行行ければいいのかなあなんて思うん
ですけど、これどう⾔言う動きなのかって⾔言うのはね。�
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武野：�
 　多分それはやれば⾮非常に⼀一番平和運動では⼀一番いいんだろうけ
れども、アメリカが  それを許してくれません。  �
S.H.：�
 　そうですよね。だからトランプの話もありましたけれども、ト
ランプは北北朝鮮の⾦金金正恩、会ってますよね。だから僕はトランプ
が、「もしトラ」とか何とか⾔言われましたけれども、もしかした
ら、アメリカは、アメリカファーストですから、そこから⼿手を引
くんじゃないかって思ってるんですけれども。�
武野：�
それは期待してるんですけどね（笑）�
�
S.A.：�
その  北北朝鮮、韓国、中国、⽇日本、ロシア、アメリカですか、そう
⾔言うのは、北北朝鮮の核問題が、いつ頃でしたかね、6カ国協議
（2003年年8⽉月の第1回から2007年年3⽉月の第6回までいずれも中国の
北北京で計9次の会合が⾏行行なわれたが、それ以降降開催されていな
い）って⾔言うのがありましたよね。あの6カ国協議をやっていたと
きには、これを将来的には東アジアにおける集団安全保障機構的
なものにできないかっていう考えが外務省省の中なんかにもあって
ですね、そういう期待も、そういう⾵風に出来たらいいんじゃない
かと、  ただ実際にはアメリカと北北朝鮮の関係が悪くなって6カ国
協議がですよね、機能しなくなっちゃいましたよね。�
 　あと⽇日本がリーダーシップをと⾔言うところで⾔言うと、⽇日本は北北
朝鮮には全然相⼿手にされてないので、⽇日本が何⾔言ったって全然進
まないと思うんですよね。⽂文在寅（ムン・ジェイン）も、今変
わっちゃいましたけど、ムン・ジェインも結局アメリカと北北朝鮮
の関係がこじれてから全然相⼿手にされてなくなったり、北北朝鮮は
結局、アメリカしか⾒見見ていないので、そういう意味で⾔言うと  アメ
リカがどう動くかによって、その6カ国協議的なものがまた出来る
のか、出来ないのか、ということかな、と。�
 　で、さっきおっしゃったように、トランプが政権に復復帰します
んで、多分トランプは、みなさんも⼀一緒に（？）想像するンかも
しれませんけど、⾦金金正恩は喜んでると思うんですよね  。これでも
しかしたら  またそのトップ同⼠士の打開策が開けるかもしれない、
で、しかも今は⻑⾧長距離離弾道ミサイルを持っていて核も開発して、
そういう意味で⾔言えばアメリカに対しても⼗十分、⼗十分とは⾔言えま
せんけど、  抑⽌止⼒力力も持ってると。より対等な⽴立立場でやれるし、ア
メリカ側も態度度を変えざるを得ないんじゃないかって⾦金金正恩は
思ってんじゃないかなと思うし、アメリカ⾃自⾝身も多分今北北朝鮮に
対しては考え⽅方が対応の仕⽅方が変わってくるんじゃないかと思う
んですよね。�
  おっしゃるように、そのトランプ政権の誕⽣生っていうのはこの⽶米
朝関係とか、あるいは北北東アジアでの北北朝鮮を中⼼心に考えればで
すね、  変わってくる転機になるかなって私なんかも思うんです。�
もう1回戻るんですけど、⽇日本がリーダーシップをと⾔言うのは、  
結局北北朝鮮相⼿手にしてくれてないし、理理由は多分⼆二つ、⼀一つはア
メリカの⾔言いなりだと、アメリカの⼦子分でしかないから、⽇日本と
話したってアメリカが変わらなきゃ何も意味がないのが  ⼀一つある
と思いますし、もう1つは拉拉致問題ですよね。北北朝鮮が⽇日本に期待
するのはお⾦金金ですから、⾃自分たちの経済に韓国が⽇日韓協定の後に  
その経済協⼒力力、⽇日本から受けたように、⽇日本から⾃自分ところの経
済を発展させるための資⾦金金を得たいって⾔言うのが北北朝鮮にとって
⽇日本に期待する最⼤大のものですけれども、⽇日本政府の⽴立立場からす
れば拉拉致問題解決しなきゃいけない、経済協⼒力力ができないという
ことなんで、それは北北朝鮮も分かってるでしょうから、そこはな
かなか  繰り返しになっちゃいますが  ⽇日本がリーダーシップを取
るっていうのは難しいんじゃないかなと思います。�
�
K.S.：�
戦争と平和について考える⼩小さな規模の会、あと⼆二つほど関わっ
ているんですけど、そういうところでの会の議論論とか、たいてい
ですね、嘆き節で終わってしまうっていうかですねいつも、⽇日本
の外交はひどいとか、アメリカがどうしようもないとかですね、
なんかこう否定的な議論論にどんどん流流れてって、それでなんか暗
い感じで終わるというのが割と多いんですけど。�
�

�
�
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�
そういうのと違ってちょっとここの会に私なんか気に⼊入ってるのは
やっぱりその上で、それはそれとしてですね、要するに我々に何が
できるのか  っていうどういう⽅方向がポジティブなね可能性として
あり得るかっていう問題意識識っていうのが何かたえずこう空気とし
て流流れてるような共有されているっていう感じがあって、私もそう
いう⽅方向で考えなきゃな  と思っているんで、ちょっとまあいくつ
かですね、この時点でどんなことがこうね、具体的に我々がなしえ
ることだろうかということちょっと考えてみたんです、昨⽇日慌てて
ですけど。で、五つ、六六つあるんですけど、それちょっと後でお話
しするとして、その前にですね、ちょっとすいません、さっきの改
憲論論の問題に関連して私ちょっと最近すごく気になってる⽂文章が
あって、コピーとってきましたから。�
 　ご覧になった⽅方もいるかと思うんですけど、東京新聞のこれ、ひ
と⽉月ほど前の蘭に⻑⾧長⾕谷部恭男さん早稲⽥田⼤大学の教授ですね、例例の安
保法制の国会審議の中で、⾃自⺠民党の推薦で呼ばれて  賛成するかと
思ったら反対しちゃったんで⾃自⺠民党が慌てたって⾔言うそのひとりで
すよね。�
 　その⻑⾧長⾕谷部さんが、つい最近ご⾃自⾝身のブログ何かでも出されてい
るようですし、それからこの東京新聞に載ったのは、共同通信か時
事通信か、地⽅方紙に同じのがいくつか載っているのを図書館で⾒見見た
んですね、（東京新聞2024年年10⽉月11⽇日記事を9ページに転載）�
 　しかもその、この⽇日の翌⽇日だったかな、朝⽇日新聞で、この⽅方が対
談で、法政⼤大学の杉⽥田敦史さんですか、語ってる⼤大きな記事の最後
のところで⼀一⾔言だけ  これについてこれに触れてるって⾔言うのも⾒見見
たんですけど、要するにこのご⾃自⾝身は⾃自衛隊合憲論論であると、だか
ら改憲は必要ないという、乱暴暴にまとめてしまえばそういう論論なん
ですね。私これにすごく注⽬目というか、そういう⽴立立場っていうのも
あるんだなと思って⾯面⽩白いと思ったんですが、おそらく護憲派も改
憲派もと⾔言うと変ですけど、右も左もって⾔言うと変ですけど、これ
相当、刺刺激を受けるというかですね、反発するとか、議論論になるっ
ていうスタンスの持ち⽅方じゃないかなと思ったわけです。�
 　というのは、だいたい⾃自衛隊は合憲論論だって⾔言うのは、護憲派に
とってカチンとくる、ま、護憲派って⾔言ってもいろいろありますけ
どね、  そういう部分があるだろうし、逆のこともまたあるだろう
と、改憲派にとってもですね。つまり改憲するなって⾔言ってるわけ
ですから、だけど、そういう意味ではいろいろ議論論になりうるんだ
けど、⾃自分としてはどう考えるべきなのかなというこういうのね。
そういうのを考えたときに結論論を⾔言うとですね、先ほどのお話に出
たように今回のその選挙でまあ  幸いというかですね、発議が不不可
能になったということで、この問題は当⾯面ちょっと遠のいたって⾔言
うのが現状だろうとは思うんです。ただ、⻑⾧長い⽬目で⾒見見た場合、こう
⾔言う意⾒見見がまた出てくるかもしれない、その時に私は⾃自衛隊が合憲
か、違憲かって⾔言う議論論そのものをいわば棚上げにすると⾔言う形で、  
改憲不不要論論っていうのを護憲派が⾔言っていくっていう可能性はない
のかなって。もしそう⾔言うことが可能だとすると、ものすごく護憲
陣営が広がるというね、  ⾃自衛隊合憲論論を含めた形でやっていきま
しょうということになると、ちょっと今までと戦略略的なイメージっ
ていうかな、かなり変わるんじゃないかっていう気がしたわけです。
ただそれも乱暴暴な⾔言い⽅方ですから、いろいろ議論論になり得るだろう、
ただちょっと全く今（改憲云々が）話題にならない情況って⾔言うの
はちょっと変だなっていう気もしてるというので、ちょっとあえて
ちょっとコピーお配りしたと、みなさんのご意⾒見見を何らかの機会に
伺えると、いいなと思ったということなんです。�
�
 　それがちょっと前置きって⾔言うか、私がその先程もお話したんで
すが、ポジティブな可能性として我々何がこれから出来るだろうっ
て⾔言うときに、順不不同って⾔言うかですね、ただ  思いついたのをメ
モしてきたの順に⾔言いますとね。  �
1つは  団塊の世代、私⾃自⾝身そうなんですけども  団塊の世代の戦争
体験っていう。変な⾔言い⽅方ですけど、要するに戦争体験してないで
すけど、直接には。戦後⽣生まれたんですけど、戦後すぐだっただけ
にですね、そのなんとなく匂いみたいなものが残ってたっていう今
思うとですよ。戦争直後の独特な、硝煙て⾔言うのかな、煙がまだ
残っているような、空気をいろいろ思い出すんですね。  �
 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（次ページに続く） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
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それは例例えばはっきり強烈烈に覚えているのは⾃自分のうちのすぐそ
ばに、神奈奈川県の茅ヶ崎市ですけども、茅ヶ崎駅って東海道線の
駅のすぐ前にいつも傷痍軍⼈人の⼈人が⽩白い服を着て、そこに跪いて
て多分  ⾜足が不不⾃自由なんでしょうね、」アコーディオンでなにかも
の悲しげな曲弾いてる、  それで  まあ、お⾦金金を⼊入れて欲しいという
ことで、箱置いてあるわけです。  そういう光景をずっと⾒見見てたっ
ていうことやら、あるいは⾃自分の⽗父親がですね、まあ戦争の時、
インドネシア⾏行行ってたんですけども幸い帰ってこれたから、私が
⽣生まれたんですけど、その要するにもう酔っぱらって必ず軍歌を
歌ってたっていうのが、気持ちよさそうに歌う、そう⾔言う記憶、
それからラジオで「尋ね⼈人」って⾔言う番組が繰り返しやられてて、
これ要するに⾏行行⽅方不不明っていうかそういう⼈人たちのを探す⼿手がか
りになるような番組だったと思うんですけども、NHKしかなかっ
たわけです、最初は。尋ね⼈人の時間ですって⾔言うのをしょっちゅ
う聞いていた記憶があるわけですけどね、  例例えばそんな2つ  3つあ
げてもいろいろつまり、今の若若い⼈人にはピンと来ないようなあれ
これがあるわけです。そういうことをもっと、団塊世代の我々語
るべき、  あるいは伝えるべき何らかの形で、じゃないかなと⾔言う
のが1つです。そんなこといってながら、⾃自分で何もやっていない
というか、やれるかどうかもわかんないと⾔言う⽴立立場なんですけど、
ともかく、団塊世代の戦争責任、じゃない、戦争の継承というか、
そういう語り部的な部分をね、つまり全くいなくなっちゃうわけ
ですからこれから、だから被団協のああいう受賞って⾔言うのはす
ばらしいと思うんですけど、その問題が⼀一つ。�
 　それから次にですね、前にこの会でおはなししたかもしれませ
んけど、つまり若若い⼈人の政治的無関⼼心とかいうことがよく⾔言われ
る過程で、よく⾔言われるのが選挙の投票率率率の低さって、これ選挙
のたんびに  、つまり50%ぐらいしか、半分の⼈人がね、若若い⼈人だけ
じゃないですけど、その投票率率率を上げるべきだってね  、こんな低
いのは嘆かわしいって、左右を問わず、⽴立立場を超えてみんな話題
にするわけですが、では具体的にどうしたら良良いか、いろんなあ
の⼿手この⼿手あると思いますし、部分的には模索索がいろいろある、�
例例えば⽼老老⼈人ホームの⼈人をね、ベッドの上でも投票できるようにし
てるところが現にあるっていうのを拝⾒見見してびっくりしましたけ
ど、そういういろんな細かいこと以上にですね、私はメディアの
問題ってことがあるだろうってことで、具体的な話なんですけど、
ボートマッチって⾔言うのが、要するに、⽇日本では⼗十数年年前に毎⽇日
新聞が最初始めて、その後もう、この前の衆院選挙なんかなど朝
⽇日や毎⽇日、NHKもですね、主要メディアがすでにやってるわけで
す。やってるって⾔言うのは、ナット上でアンケートを30問とか20
問答えると、あなたは何党との距離離感が何パーセントですってい
うのがね、  全部瞬時にでると⾔言うね、これすごく⾯面⽩白いものです
よ、私試してみて、⾃自分の投票しているところと違うところが、
実は⼀一番近いとかですね、そんなことで  それがまた、それの良良
さって⾔言うのは、特に若若い⼈人なんか、例例えば18歳で初めて選挙だ
と、いろんな党がいろんなね、綺麗麗な⾔言葉葉で語ってるけど、何処
にしたらよいかわかんないよって⾔言うそう⾔言う⼈人が多いのは、よ
くわかるわけですね。当然だろうと。だけども25問とかですね、
まあ  5分もかけずにそのパッパッとどれが、つまり原発再開とか
再稼働とかね、いろんなことあるかと思うのですけど、消費税が
どうだとか、その設問に賛成、反対、  わからない、  パッパッパッ
パッとネット上でチェックすれば、そのあなたは何党とは何パー
セントの距離離だっていうのがね、瞬時にでるって⾔言うのはすごく
⾯面⽩白い、これを主要メディアがやってるのに、あんまり知られて
ないって⾔言うのね、と⾔言うことがすごく残念念で、それをもっとで
すね、メディアがやって欲しいなっていう、どこまで効果あるか
別としてですね、そんな…。�
 　で、たまたまね、  週刊⾦金金曜⽇日の先週号に前川喜平さんがこれを
書いてたんでびっくりしましたけどね、それで⾃自分もやってみた
けどすごくこれは有効だとか⾔言ってね。たまたま朝⽇日新聞の声欄
でも載ってましたね、ボートマッチがいいっていう。珍しくそう
⾔言う声がで始めているんで、ボートは選挙、マッチはマッチング
の⼀一致度度、本当に数字でバッと出すって⾯面⽩白い仕組みでヨーロッ
パから⼊入ってきたっていうわけですけど、もっともっと普及する
と選挙の投票率率率は多少上がるんじゃないかな  っていう気がするん
で、そういうことを何らかの形でね、求めていきたいっていう感
じがします。�

�
�
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 　毎⽇日新聞に3年年前位に投書欄に出して、送ったら載って、載った
んだけど、何の反響も感想も反論論も何もないからちょっと虚しいも
んだなっていう気はしましたけどまとにかくそういう声をあげるっ
ていうことかなあってことですね。�
 　後はですね、これは3回位前のこの会でおはなししたんで繰り返
しませんけど、要するに「学縁」ていう、地縁⾎血縁じゃない、学校
縁っていうのが結構可能性をはらんでいるのではないかって。⼩小中
⾼高⼤大ってありますけど、またこの間お話した外国語⼤大学、まさにむ
のさんの出⾝身校ですけど、東京外国語⼤大学の  OB  会がゼミの学⽣生
と⼀一緒になって、戦争と外語⼤大っていうのをやったら1000⼈人以上
お客が来ちゃってすごく盛り上がったっていうそう⾔言う経験がある
ものですから、それは例例外かもいれないけど、いま学校縁ていうの
を活かした、何か、つまりOB会とか、同窓会とかクラス会とか、
私も時々いろんな会に出るんですけど、なんかつくづく、もちろん
いろんな考えのある⼈人をつないで、何かをやるって⾔言うのは難しい
んだけども、地縁、⾎血縁､社縁、とか業界苑とかそういうのもある
けど、学校園、学縁っていうのは結構⾯面⽩白いんじゃないかなってい
う気がしているっていうことです。�
  �
S.A.：�
  さっきあの憲法改正の話なんですけど、最近まともに新聞読んで
ないんですけど、ひとつは⽥田原総⼀一朗でしたっけ、彼が、1〜～2年年
前に出した本の中で、安倍晋三との対談を書いていて、その中で、
その安保法制ができた後、もうそのアメリカ側からは  憲法改正し
ろっていう⾵風に⾔言われなくなったんで  もう九条は変える必要がな
いんだっていうようなことを  安倍晋三が⾔言ったっていうのが本の
中に出てるんですね。結局9条を変える云々て⾔言うのは、アメリカ
側から集団的⾃自衛権⾏行行使のためには、憲法改正が必要なんだから現
⾏行行憲法変えろって⾔言う要求がアメリカ側からあって、もともと出て
きてるもんなんだと思うんですね。だから安保法制によって、集団
的⾃自衛権の⾏行行使が可能になったのでもう  アメリカは別に9条改正を
要求してこないと、だから⾃自⺠民党としても9条改正する必要がな
いっていうのが、多分そのインタビューの時の安倍晋三の考えだっ
たんじゃないかと思うんですね。じゃあなんで⾃自⺠民党は憲法改正を
掲げ続けるのかって⾔言うと、それはやっぱり⽇日本会議を始めとした
保守系の⼈人たちの⽀支持を引き⽌止めるために⾔言い続けてるんだと思う
んですね。で、今回先ほどの2/3に⾏行行かなくなったかなっていう話
だって、枝野幸男、憲法調査会⻑⾧長ですから当然調査会⻑⾧長が委員会の
審議を差配するわけで、審議が進まなくなるんだと思うんですけど、
でもだんだんだんだん憲法調査会などで、改正を要望する⽀支持率率率が
上がってますよね、改正した⽅方がいいですか、  賛成ですが、反対
ですかっていうと最近だと思う  賛成  50%以上だったりとかするん
だと思うんですね  、9条改正なんかについても賛成の⼈人が増えてき
ているんで、そういうい⽬目で⾒見見ると、世の中全体がこう世論論調査で
⾒見見る限りは改正の⽅方に向かっちゃってるんで最終的には  また⾃自⺠民
党がそれを強く⾔言い出してくるかもしれないんですけれど、本⾳音の
部分で、⾃自⺠民党も右側が増えちゃっているんでなんですけど、あれ
はまあ、そういう右側の⼈人たちの⽀支持を得るための⼀一つの運動だっ
たんじゃないかなと思うんですね。�
 　それから、9条改正、その⻑⾧長⾕谷部恭男(早⼤大教授)さんの話なんで
すけど、⾃自⺠民党が9条改正の理理由を⾔言うときに、違憲論論がまだ残っ
ているからとか、⾃自衛隊員の⼦子供たちが学校でその教科書にその⾃自
衛隊には違憲の意⾒見見があるみたいなものを読まされるんじゃ⾃自衛官
の⼦子供がかわいそうだとか⾔言いますよね  、あれは､何であんなこと
を⾔言うかって⾔言うと、政府⾃自⾝身が9条、⾃自衛隊は合憲だと思ってる
からだし、世の中的にもそう受け取られているということを⾃自覚し
てるからわざわざ⾃自衛官の⼦子供たちはとかって⾔言うんだと思うんで
すよ、⾃自⺠民党の⼈人たちだって政府に⾃自分が⼊入ったりもするわけだし､
与党なわけですから、本気で⾃自衛隊が違憲だなんて思ってる⼈人たち
は誰もいないはずですよね、だから⾃自衛隊、そういう意味で⾔言うと
その、その理理由を聞いてると結局「⾃自⺠民党もその9条改正が必要だ
から改正を⾔言ってるんじゃない」っていうことだと思うんですね。  �
 　じゃあ変えていっぽうででも、変えていいのかかって⾔言うことに
なると、⻑⾧長⾕谷部恭男さんなんかがいっているのは、⽇日本の今の安全
保障政策は全てその憲法に⾃自衛隊が明記されてないことを前提にス
クラッチして作られている法律律なわけですよね。（次ページ） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　�
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だからその⾃自衛隊がやれることが⾃自衛隊法とかなんとかに書かれ
ているんであって、そのやれるか法律律に書かれてることしかやれ
ない。、そういう意味で今、⾃自衛隊の⾏行行動に⻭歯⽌止めがかかってる
わけですよね。それから軍事法廷は基本的には作れませんし、九
条があるおかげで実はやれないことはまだ⼭山ほどあるわけですよ。
アメリカとの関係で、集団的⾃自衛権の⾏行行使は⼀一部できるようには
なったけれども、それでもやれないことが⼭山ほどある。で⼀一⽅方で  
その9条を憲法に⾃自衛隊を明記してしまうと、その1つは憲法に全
く名前を出てこない他省省庁よりも⾃自衛隊の⽅方が憲法上、上位にす
る、法体系上上位にするんだってまず⼀一つおかしいってことが出
てきますし、それから軍隊っていうのは､⾃自分で調べたわけじゃあ
りませんけど、  軍隊っていうのは、やっちゃいけないことが決
まってるだけで、何をやっていいってのは、法律律上はないらしい
んですね、⽇日本の⾃自衛隊も憲法上明記されるようになれば、そこ
はもう今ある法律律はあるにしてもですね、基本的には何でもいい
よって話になっちゃうと思うんですね、そこはその9条に⾃自衛隊を
書くって⾔言うことは今の⾃自衛隊の位置づけを根本的に変えること
になるんで、それはやっぱ  絶対やっちゃいけないんだと思うんで
すけれどとは思います。  �
�
2:02:35�
F.K.:�
 　⾃自⼰己紹介的な話になりますけれど、私はね1933年年⽣生まれです。  
91歳です、いま。わたしがこの歳まで⾒見見てきた⽇日本っていうか、
世界っていうかね、つまんで簡単に話させてもらいます。当然、
⽇日本の敗戦の時に中学1年年⽣生です。当然それまでの学校教育はいろ
んな資料料でいただいてるとおり、天皇制というか、軍国主義のも
うやっぱり、想像する、今振り返ってみるとね、もう学校がめ
ちゃくちゃでしたよね、真理理は何か、何も教えてもらわないんだ
から。戦争体験は私は空襲で逃げ回った程度度です。戦争が終わっ
ていろんなことがわかってきたんですね、とにかく第⼆二次世界⼤大
戦の犠牲者は6000万とも6500万とも⾔言われている。その7割以上
が⺠民間⼈人で、しかも、むろんああいうデタラメな戦争の中ですか
ら、正確な数なんか分かるわけないですよね。だからこれから⼆二
度度と戦争をやらないためにはね､その悲惨な歴史から学ぶ以外に道
はない、そう思って戦後育ちましたね。順番に話すとキリがなく
なってしまうので、特徴的なことを⾔言いますとまず憲法ですか。
憲法で陸陸海空軍は⼀一切切もたない、って書いてあるわけですよね、
前⽂文も⽴立立派なこと書いてありますけどね。それがそういうことも
あって、それから東京裁判がありました。まだその頃は私は⾼高校
あたりですからね、あんまり詳しく記憶してないんですが、60年年
は、成⼈人になってからの⼤大きなやっぱり印象に残ってるのは60年年  
安保です、あれはね、私も国会⾏行行きましたけどね、何であの時、
あれほど国⺠民が⽴立立ち上がれたか、後にも先にもないですからね、
それはどんな考え⽅方もってらっしゃっても、みんな再会（？）す
るからですよ、戦争をね、その当時の労働者って⾔言うか、ほとん
どああいう運動、労働組合でしたからですね、みんな体験しるか
らあれだけの⼒力力になった。ところが、あそこで学んだのはですね、
資本の⽅方なんです。あれから労働組合が全部潰されてきます。と
くに⼤大⼿手の。だから労働組合､総評が潰されちゃったし、学んだの
は、あの60年年安保闘争で学んだのは、あれだけの闘争で学んだの
は向こう側なんですよ。だから私もとても、当然サラリーマンで
したからね。そういう話は⼀一切切出来なくなっちゃった。晩年年私は
本社勤めで、1000⼈人からいる職場で、こういう話はみじんもでき
ません。そういうことで  ずっとそれで学校の教育も家永三郎郎さん
の本を読めばわかる通り、どんどんどんどん右傾化して来ちゃっ
た。ほんとのことを教えない。⼀一番⼤大事なことを、今の学⽣生に、
学校でおしえない。、第2次世界⼤大戦ほとんど教えないで学校卒業
してんじゃないですか。�
 　ちょっと古い話で恐縮なんですけどね、2011年年、ある私⽴立立⾼高校
に呼ばれて、夏期講習で戦争の話をして欲しいと⾔言われて、呼ば
れて話したことがあるんですよ。2時間半いただいて。私⾃自⾝身も戦
争体験者じゃない、本を出してる位で知ってますからどんな戦争
をしてきたか。ドイツがどんなことをしたのか、⽇日本がどんなこ
とをしてたかね､それでタイトルは中帰連ていって、知ってます。
中帰連の、私、その後の団体の「撫順の奇蹟を受け継ぐ会」を
やってるんですよ。�
�
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そんなこともあってですね、「⽇日中15年年戦争と中帰連」と⾔言
うテーマで⾼高校の夏期講習に⾏行行ったんですよ。私が感動し
ちゃったですよ。壇上に⽴立立ってね、あの話をする⾼高校⽣生です
よみなさん。  聞いていて。それでその後、⾼高校⽣生のアンケー
トまで送られてきましたけど、やっぱりこれ⾒見見ると戦争を教
わってないですね  。ほとんど教わってないですね。なかなか
素朴な感想ももらいましたけどね。そんな経験もありました。
ちょっと⻑⾧長くなりましたけど、そういうことです。�
�
M.T.：真珠湾攻撃、ラジオ放送で聞いていると思うんですけ
ど。真珠湾攻撃、ラジオで聞いたんじゃないですか。8歳です
よね。�
  F.K.：ええとねえ、真珠湾攻撃の時はまだ6年年⽣生か。�
M.T.：そんな雰囲気でした？�
F.K.：「戦争状態に⼊入れる」っていう放送は聞いてますね。
その後はもう忘れたけど、聞いてると思いますよ。�
M.T.：周りの雰囲気はどうでした？�
F.K.:想像つきませんよ、今の社会から⾔言ったら。�
だってまず天皇（？）されてますから。⼈人権と⾃自由が全くな
いんですからね。だから私なんか、天皇教育、  ⼦子供でも私は
ね、おかしいなと思いましたよ。とにかく電⾞車車は明治神宮と
か⾏行行くと、⾞車車掌が号令令かけて全部最敬礼するんです､させられ
るわけです。ところがそう⾔言うことをね、⾝身の縮む思いだ
（？）天皇がおかしい､そこそれほど徹底してました。  �
�
武野：�
うちの⺟母がね、やっぱりその時の体験だったと思うけど、真
珠湾攻撃の時にうちの⺟母は⾔言ってましたけれども  ⾎血の気が下
がる思いだった､何にも提灯⾏行行列列だとか、ああいう気持ちじゃ
なくて、やっぱり  アメリカはこわいと思ってたみたいですよ。
あの圧倒的に⼒力力が、だいたいあの軍⼈人だって、アメリカに勝
てると思ってる⼈人少なかったんじゃないかな。ごく⼀一部の⼈人
が強⾏行行っていったらおかしいですけど、戦争って流流されたん
だっていう感じで、⼀一般の⼈人たちは勝てないって思ってたっ
て⾔言うか、て⾔言うよりも、早く戦争が終わってくれってそう
⾔言う思いがあって､終戦の時だって、ある意味ではバンザイと
までは⾔言わないけど、そういうようなホッとしたっていう感
じを持っていたと、うちの⺟母はそう⾔言ってました。�
  F.K.：配給制ですからね、もう頭の中からね⾷食べ物のこと話
したことないです。�
�
⽔水元：�
 　すみません、聞いているだけで。いくつか思ったんですけ
ど。私も団塊の世代の最後の⽅方だから、街で傷痍軍⼈人のア
コーディオンを聞きましたし、で、クズ屋さんていうと、朝
鮮⼈人だよねっていう、それとか混⾎血の⼦子がいるとパンパンの
⼦子だよねって、今じゃ混⾎血で、⽩白⼈人系だと格好いいなって、
体格もいいし、誰だ、あれ？、パンパンの⼦子だよって、そん
なこと、でも何処へ⾏行行っちゃったか分からないけど、そうい
う⾵風景っていうのが、⾃自分が⼦子供の時、何年年間でなくなっ
ちゃいましたけどね。  結構町の⼈人がみんなそれが形として、
「＊＊＊＊はパンパンの⼦子だよね」「＊＊＊＊＊も⽶米軍の関
係だから…」なんていちいち⾔言われているなんてそう⾔言うこ
とを⾔言っちゃだめだって⾔言われている。�
 　あとさっきあの9条のこと、伊勢崎憲司さんがとりあげられ
てたときに、もし、台湾かなんかで、⾃自衛隊が戦闘に⼊入った
ときに、確かに戦場で中国の兵⼠士と戦うような状況になった
ときに捕虜規定とかって⼀一切切ないって⾔言うんですね。こんな
状態の法整備が全然取れてなくって戦争なんかどういう⾵風に
整理理していくのかっていう、まだそれをまともに取り組んだ
協議  なんかしてないんだよね。⽇日本て。その伏線としては
（⾃自衛隊を）軍隊だって認めれば、そういう法議論論が出来る
けど、法議論論が出来る前に、軍隊だと認めてないんだから法
議論論はできないじゃないですか。  �
               　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　（次ページへつづく）�
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 　後、⾃自治の関係で朝鮮の関係はそうなんだけど、台湾て、
トランプになってもうお前の国は特別扱いしない、関税だっ
てかけるし、もっと武器買えとか、今まで違ったじゃないで
すか、バイデンがやってたときも。バックで⾒見見てやるから
なって。出すもの出せないなら守ってやんないよって。かな
り変わっちゃってたら台湾の中でもアメリカとの向き合い⽅方
が変わっちゃったらかなり別な意味できな臭いんじゃないか
なと思ってるんですけどね。�
 　それと、これ3ヶ⽉月前から、最近のことでメディアで個⼈人的
にはすごい変化だなって思ったのは、イスラエルであったこ
とがもとになって､戦後ドイツや⽇日本がどうなったのかって
⾔言った時にドイツでは、ドイツ⼈人って戦後0年年って⾔言った時に
NHK  のテレビ番組で取り上げられたけど､ドイツ⼈人って1500
万⼈人近くが⼟土地を奪われて、財産も捨ててドイツに帰れと、
200万⼈人以上の⼈人たちが、こんな形で死んだと。それとか
チェコなんかで、ユダヤ⼈人が公衆の⾯面前で殺されるようにド
イツ⼈人もこうやって射殺してましたよっていうそういう映
像って今までだったら、今年年の夏以前だったらそういう映
像ってほとんど流流れなかったですよね、今NHKのテレビで流流
れてるっていうことは、いわゆるユダヤ⼈人だけがやられたん
じゃねえじゃんていうのを、別な意味でアメリカって⽩白⼈人、  
まあ⼀一応⽩白⼈人の国なんだけど、⽩白⼈人のって最⼤大多数4割はドイ
ツ系移⺠民ですもんね。  その⼈人たちの中でも戦後のドイツって
ひどかったよねっていう、もうずっとユダヤ⼈人の、確かにひ
どいことはしたんだけど、その後のつけもこんなにひどかっ
たのかっていうことの情報が⾶飛び交っていると第⼆二次世界⼤大
戦の時のドイツの位置付け、かなり変わるんじゃないかなと､
それが今起こっていることじゃないかな。ドイツっていわゆ
る  イギリスとフランスにとって  イギリスだったらイラン、
インドを解体してトルコを解体してユーゴスラビアを解体し
て、第⼀一次世界⼤大戦でハプスブルグの流流れと神聖ローマ王国
の結束した⼒力力、それを解体して最後に残るのはロシアなんだ
よね。EUを作って、EUは何のために作ったかと⾔言えば、ロ
シアを解体するためじゃないですか。その途中の中で、ドイ
ツはここまでやられたんだって、そういうのに、あのもう⼀一
つ余計なんですけど、なぜヒトラーが政権を取りたかって
いった時に、ミュンヘンで⼀一揆をするような時に  あの時にあ
る時からトラックを変えたり、制服を作ったり、旗を作って
たんだってあの⾦金金どこから出てたんだって⾔言ったら、アメリ
カのモルガン財閥があの出してたわけじゃないですか。それ
はフェイクだって⾔言うかもしれないけど、その時の突撃隊の
レームってモルガン財閥が、南⽶米の⼯工作をする時の傭兵、あ
の傭兵隊⻑⾧長ですよね。  それをミュンヘンに送り込んでナチス
と⼀一緒にさせて、その時にもう1つアドバイザーっていうこと
で、アドバイスっていうことで、ナチスが政権を取るまでの
間ずっと張り付いていた  アメリカから渡ってった旧ドイツの
貴族､そのひとがモルガンの⾦金金を漏漏らして（？）たわけだけど、
独ソ戦が⼊入ったと同時に、そのアドバイザーとしてついてた
⼈人ってアメリカ帰っちゃったわけですよね。そのあと、ナチ
スとソビエトの間で、第⼆二次世界⼤大戦の時に最⼤大の殺し合い
があって、ドイツもとことん廃墟になったんだけど、ソビエ
トは残っちゃったわけですよね。その経過の中で、イギリス、
フランス、アメリカのあの⼀一部の⼈人たちにとってのプランの
シナリオ通りに起こったこと  なんじゃないかなっていうのは
個⼈人的に思ってて、その今回、表に出たドイツがここまでむ
ちゃくちゃにされたっていう、そのシナリオを、それと同時
に、ドイツの⼈人たちも多くて、ナチスが何をやってたのかと
かっていう、⽇日本⼈人もそうだけど歴史の主要な話題の中から
は多くの⼈人たちは⽋欠落落してて、そんなことしてたのかって、
ユダヤ⼈人がこんななってたよっていうことだってドイツ⼈人の
⽥田舎の多くの⼈人達ってほとんど知らなかったって、それ嘘だ
ろうと思っててもまあ戦争中だからね、ぐらいことで列列⾞車車で
送られたってことでも、そういう⾵風なことに加担をしていた
時間はなかったような⼈人が多かったっていうのは、なんかこ
う歴史っていうか、そういうことをわかってないことはあま
りに多いんじゃないかなって。 　 　 　 　（次ページに続く）�

 　今⽇日の話でもあったけどあまりに情報って今だってすごい
偏ってる。トランプが圧勝したって⾔言ったってあれ韓国やアメ
リカの中では当たり前だよねって韓国のこれ、たまたま統⼀一⽇日
報の記事の中で例例えばケネディ・ジュニアが頭のおかしいよう
なやつだって⾔言っても、あの⼈人がこう、何を⾔言ってたのかって
⾔言った時に⺠民主党には⺠民主がないと、戦争の党であって、検閲
の党であって、不不具合の党であって、巨⼤大製薬会社の、ビッグ
テックの党、⾦金金持ちの党じゃないかっていう、こんな、あの昔
は違ったかもしれないけど今はそうじゃないかって⾔言っててそ
うだっていうことで、共和党の⽀支持者なんかは早く⺠民主党やめ
てこっち来てもっと煽れって⾔言うような、ね。で、軍産複合体
についての、のあの代弁をずっとやってきてるような、今のバ
イデンとは､それをハリスは継承するって⾔言ってるんですから
ね。それに対して  テイラー・スウィフトって､⺠民主党がビオン
セからブルース・スプリングスティーンなんかあの⼈人たちなん
なんだって思っちゃうけど、みんなやっぱり⾒見見てるんですよね、
でも⽇日本はこう⾔言う記事って⾔言うか、⾔言論論って⾔言うか、テレビ
とかって絶対語られていない。これじゃ分からないですよね。�
 　あと、戦争をどうするかっていったときに、今でも思うんで
すけれど、例例えば韓国を併合した時、1910年年、その時に。陸陸
軍の宇都宮中将がシンガポールに⼯工作員を送ってて、将来、シ
ンガポールを占領領する時にはどこに兵を､兵站経ですよね、そ
れと⾷食料料はどこで確保して、華僑の⼈人たちで⾦金金を持っている⼈人
の家はどうやって、拉拉致するかとか、そういうプレゼンを⽴立立て
るための⼯工作員を送ってるわけですよね。記録にも残っている。
それからずっと後じゃないですか、第⼀一次⼤大戦の後に第⼆二次世
界⼤大戦⼤大戦なんだけどもう戦争って直近で起こるわけじゃなく
て  その前の準備はずっと  何⼗十年年も前から多くの場合してるっ
ていう  それを⽌止めさせるって⾔言うことだったら、相当、様々
なあの⼈人、⾦金金、物の動きっていうものを掌握できてなければ、
少数のジャーナリストがいくら動いてても、みんなそれ  秘密
だから、後で表沙汰になったとしても、難しいんじゃないか  
だとしたらどういう⽅方法があるんだろうかっていったときに、
多くの⼈人がこの国をこういう⾵風にしたいよね  ってこうあるべ
きだよね  とかっていう共通したあのしっかりした共感が持て
る  ビジョン、それをビジョンのテーマはいくつかの項⽬目で
あったとしても古くから、古くで⾔言えば  キーワードは何かっ
て⾔言ったら⾃自分のされたくないことは⼈人にはしない、仏教で⾔言
えばその程度度（？）から始まって、これって問題にしたって､
満州事変の時だって、あそこに1936年年の時の広⽥田内閣の帝国
議会で500万⼈人の⽇日本⼈人が住んで満州国を作る、そこ⼈人が住ん
でんだろ、で、普通に考えれば、そこに住んでる⼈人たちどうす
るのよって⾔言った時に結局、今イスラエルがやってる  同じこ
とをしてたわけじゃないですか、でもそれって普通にあの⼦子供
でも分かりそうだけどそこに住んでたなら、住んでた⼈人たちの
側に⽴立立って考えたらそんなことしちゃいけないよねっていうそ
ういう基本的な共感を持てるビジョンっていうのを、よりしっ
かり持ってるか持ってないかっていう、それを絶えず絶えず⽇日
本⼈人としての  もう宗派とか、なんとかの党とか関係なしに、
これは  やっちゃいけないことだよねっていう共感をより確か
にするようなビジョン、そういう意味での君主制であるかどう
かなんて関係無しに幸福度度の⾼高い、例例えば  デンマークなんか
だったら君主制ですよね、だけど幸福の、いつも123（？）と
かそういう税⾦金金は⾼高いですよ、だけど「この国っていいよ
ね」っていうドイツに占領領もされたけど国⺠民として何を⼤大事に
したいかっていう共感意識識が⾼高いから、ユダヤ⼈人なんかだって
あのデンマークだったら、「差し出せ」つっても、スウェーデ
ンなんかに逃がしたり、逃がしたと同時に戦争が終わったら、
もとのあなたの、ここに住んでたよねっていって、その資産を
その⼈人に返してやるとかって、それって⼈人のものの考え⽅方も向
き合い⽅方、どうせみんな死んじゃうんだからこだわりたいよ
ねっていうその⼤大事なもの、どこで共感を仕上げているか  っ
ていうその強さをどう思ったらもてるだろうかっていうことが、
もし何かの形で論論じ合える場があったら。�
�
�
�
�
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  あの先程⾔言った突撃隊のレームって、ユダヤ⼈人なんですよね。ユ
ダヤ⼈人であって、⼀一時、50万⼈人もの配下を抱えるヒトラーの側近
のようにしてたひと、その⼈人ユダヤ⼈人なのに本当にヒトラーはユ
ダヤ⼈人を憎んでたって⾔言うか、⾔言い切切れるのかって、だって側近
のような⼈人⼊入れるんですよね、しかもモルガンから送られてきた
傭兵隊⻑⾧長…､それ追加で。�
�
2:31:07�
M.I.：�
 　かなり久しぶりに参加したんですけど、ちょっとずいぶん違う
話になりますが、『戦雲（いくさふむ）』、三上智恵さんが作っ
たのを、昨⽇日ちょうど2回⽬目を⾒見見て、かなり三上さんが⾔言っていた
のは、いろんなことを⾔言われているけれども、今、現実にボタン
を押せば、戦争が始まるとこまで来ているということを知ってほ
しいと、かなり三上さん、ていねいに、わからないかもしれない
けど、沖縄の⽯石垣とか  与那国とかに⾃自衛隊の基地ができ、弾薬庫
ができっていう現実を撮ったドキュメンタリー映画なんですけど、  
『戦雲（いくさふむ）』それを⾒見見て、こういうところに来ると皆
さんおっしゃってることが、とうとうと、というわけじゃないけ
ど、⾃自分が知っていることと、なんか＊＊＊場違いな気もして
ちょっとね、夫本当が海外に住んでたりするので、そっちに⾏行行っ
たりしていて届いていましたが、久しぶりに来た⽅方がいいんじゃ
ないかな､と思ってきたんですね。  『戦雲（いくさふむ）』話が1
つ。�
 　あとさっき、むのたけじさんの講演の中で、⼥女女性がもっと活躍
すればいいんじゃないか、みたいな発⾔言があった時に、私は常々
そう思っていて、たまたまちょっとアイスランドに⾏行行ってきたん
ですけど、アイスランドは⼥女女性の⼈人たちが普通に半分で、およそ
いる⼈人たちが普通に責任が重い役割をやっている世界があって、
そうするとやっぱり殺し合いとかほど遠いし、そもそも国が北北海
道と四国を合わせたよりちょっと⼤大きいぐらいに39万⼈人しかいな
いんですね。軍隊がそもそもない。（軍隊が）つくれない、その
⼈人数では。だけどNATOに⼊入っている。国の運営がとてもいいので、
そこまでね、下がるとちょっと⾒見見習うところがどこなんだってい
うのは＊＊＊ですけど､居⼼心地がいいなあと思いました。�
 　今  トランプになったことで、このまま無事政権を持てるか、命
も狙われるとかもしれないと思うし、だけどもしトランプは戦争
が嫌いだと聞いていて、唯⼀一トランプが⼤大統領領だった4年年間に戦争
を起こさなかった、というのは事実としてよろしくね、WHOから
脱退とか、私リベラルなんで（？）⺠民主党で⺠民主主義が出たほう
がと思っているんですけど、それは揺らぎないんですが、とはい
え⺠民主党がやっているバイデン、ハリスがやっている⼝口で⾔言って
いることと実際に⾏行行っていること、結局ロシア、ウクライナにお
⾦金金送るから戦い続けられるわけだし、戦争終わらせるためには、
それをしないという決断、もしかしたら、ね、⼈人のことを思った
らそれは難しいんだけど、でも戦争終わらせるにはそれがいいの
かもしれない､と思ったりしてます。�
 　普段は私は30代ぐらいの⽅方々と、理理学療療法⼠士の⽅方とか、作業療療
法⼠士の⽅方とか、と関わっているんですけど、そういう⼈人たちに対
して、今戦争が起こると起こっておかしくないという現実がある
んだということを伝えるのも、私ができることかなと。9条を守る
会の法で、映画を⾒見見たときとかも、⼦子供連れてったりしてそうい
う発⾔言はしているんですけど、そういうね、20代、30代の⼈人た
ちって⾔言うのは、戦争が現実にあまり感じないと思うので  そうい
う視点を持っている私はそれを伝えていけるかなと。�
後、いろいろ、いろんなことに⽿耳を傾けているうちに、どうも戦
後、GHQ  に⽀支配されている中で⽇日本とアメリカが交わしたお約束
事が徹底的に本当にやるんだなと思っていまして、今気付いてい
ます。そこにそれをこう⾔言う認識識のある⽅方々と別にして、市井の
普通に⽣生活している⼈人たちは知らないし、今ではテレビからだけ
とまでは⾔言いませんけど、でも⾃自分が考えることを楽しむことと
かそういうものばっかりに気を取られるという場所で楽しく過ご
していたら、そういう、その⽬目線がGHQ、  アメリカがいかに余剰�
の品物を給⾷食で配って⽇日本⼈人を、⾔言葉葉を選ばずに⾔言えば、愚⺠民化
するということを徹底してやっていた⾯面もあるんだなと、今は�
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思っています。  でもう少し、⼦子供を育てていますけど、みんな
⼤大⼈人なんですが、神話を知るとか、神話に､国の成り⽴立立ち、とか、
よろずの神へわりとその精神が普通に⾃自分にはなじむんですけ
ど、それってずっと⼟土地のものを⾷食べて、ずっと⼼心⼟土不不⼆二で⽣生
活してきたからこそ、そういう、その⼼心が育っている部分があ
るのでその辺をだいじに出来たらと思っています。�
�
F.K.:�
さっきアウシュビッツの話が出たでしょ。今⽇日ね、Eテレで夜
10時からやりますよ。  NHKのEテレで、アウシュビッツ関係の
映像がありますよ。ちょっと思い出したから�
�
I.Y.：�
1936年年の始まりに⽣生まれまして、226事件の時には、もうこの
世におりました。世⽥田⾕谷区から参りました⼭山路路です。⽿耳が遠く
なりましてね、でも今⽇日の話はだいたい分かったと思います。
でもこの記録はね、とても助かります。ありがとうございます。�
ちょっとみなさんの今のお話しとは、直接は繋がらないかもし
れない。今⽇日のむのさんのお話の中で、みんなが笑ってるとこ
ろね、私、何で笑ったのか、よく聞こえなかったんですけれど、
要するに  戦争が始まってからちゃんと反対してもだめだってい
うことは強くおっしゃってて、で、そのことで⾔言いますとね、
この前の憲法を考える映画の会で、『琉琉球弧を戦場にするな』
をやって、あの時来られなかったけど、うまい具合に、あのす
ぐ後に久我⼭山会館で上映してくださった⽅方があったんですよ。
で、もちろん⾏行行きましてね、あんなにね、ミサイル基地が琉琉球
弧の中にできているっていうことはやっぱり知りませんでした
ね。あんなにたくさん。それでミサイル基地がどんどん出来て、
ミサイル基地が出来るたびに、アメリカ軍と⾃自衛隊が祝賀のパ
レードするのよ。私そんなことに税⾦金金使って欲しくないと思っ
て腹たてていたんですけど、その中でね、⼀一番ショックだった
のはね、いろいろ戦争の準備をしているわけですけれども、戦
死した⼈人の遺体を⼊入れるところが、すでに⽤用意されてるんです
よ、ぞっとしましたよね。ちょっと選挙の前でしたから、その
チラシをいっぱいコピーして、知り合いのところ廻って、これ
を⼀一⽣生懸命抑えてくれるのは、⽇日本の今の中では⽇日本共産党だ
と思うし、それから裏裏から問題をちゃんとしたし、今度度の選挙
は、⽐比例例は⽇日本共産党にしてねって、私はそうしたいと思って
るのよって。遺体袋まで⽤用意してあるのよってずっと⾔言って
廻ったの。開けてみたらね、⽇日本共産党は票、減らしちゃった
でしょ。でなぜかなぜかと思ったんですよ。あちこちでいろん
な⼈人が書いていて裏裏⾦金金問題はね、⾚赤旗のお⼿手柄なのに、それで
⾃自公⺠民を減らしたのに、何か、⽴立立憲⺠民主党とか、他の党は⽇日本
共産党の⼿手柄を忘れてって⾔言うか、ただ  ただ  ⾃自分たちが伸び
たことをね、宣伝しているって、私本当にそう思うんですよね。
ただ来年年の総選挙は⽇日本共産党を⼀一⽣生懸命応援しようと思って
るんですけれども、どうしてあの票がね、伸びなかったかって
⾔言うと、ということをおっしゃる⽅方がいたのよ。共産党って⾔言
う名前を変えなさいっていう⼈人が多かった。で、それは中国共
産党とかそういうことのイメージっていうか、同じように考え
ているらしいの。これから私たちがやらなきゃいけないことは、
中国共産党と⽇日本共産党は違うのよっていうことをね、よくよ
くみんなに知ってもらわなきゃいけないっていうことをね、頑
張りたいと思ってるのね。�
それからやっぱりね、知ってもらうってこともものすごく⼤大事
なんけれど、選挙の後でね、何処の新聞か忘れちゃったけど、
柴⼜又かなんかで、選挙のことについて若若い⼈人に聞いたら、選挙
があるってこと､前の⽇日までしらなかったっていう⼈人もいたって
⾔言うの。これはちょっと⼤大問題で、私はネットの  SNS  とかい
うのはやらないので、そういうのやれる⼈人はそれで頑張ってと
は⾔言ってるんですけれどね､そんな⾵風にみんながSNSとか⾔言って
いるにもかかわらず、新聞読まないなら読まないで、それは構
わないんだけれど全てそういう世界にいる⼈人は、選挙のあるこ
とぐらいは知ってほしかったなと思ってそれを知ってもらうた
めのいろんなことも、これからやっていかなきゃいけないん
じゃないかなって。  �
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 　�ちょっとその⼈人にどういう意味で⾔言ってるのか、ちょっと聞い
てみたいと思うんですけども、やっぱり⽇日本という国もいいこ
ともあれば悪いこともあったんで、悪いことがあったのはまあ
そうなんだっていうことで、それは取り⽴立立てて⽇日本を貶めるわ
けでもないので、やっぱりその辺もなんかうまく伝えていけた
らなと思ってます。�
�
なんかちょっとすごいネガティブなことをいっぱい⾔言っちゃい
ましたけれども、実際すごく  皆さん熱⼼心にやられてて、やっ
ぱりそういうこともまあいろいろ話していただければ分かって
もらえると思うので、まあその辺ちょっとその怖い⽅方向に⾏行行か
ないように、なんかそのできればなと思ってます。�
S.H.：�
えーと2回⽬目です。  先ほどの、今までのお話本当に皆さん、
どっかでやっぱり⼼心が繋がってるっていう感じはするんですね。
いろんなことを考えさせられる発⾔言が多かったんですけれども、
「じゃあ、いったい我々、どうするか」みたいな話になるかと
思うんですけれども、うちの⽅方は⼭山の会を下町の⽅方でやってま
してですね、会員は30そこらなんですけど、⼩小さいんですけ
ども、僕らが今、⼀一番重要視していることは、「平和学習」と
いうことをしてましてですね、僕も団塊の世代の端くれなんで
すけど、⼀一番最後ぐらいですね。ほとんどあの⾼高校時代も明治
維新の後なんかほとんど教えてくれなかった。授業がなかった
ですよね。そういう時代だったんですけど、そう過ごしてきま
してですね、それで平和学習でいろいろやったんですけれども、
3週間前か、10⽉月の20⽇日、  我々は⿅鹿鹿児島に⾏行行ってきました。  
⿅鹿鹿児島にですね、陸陸軍特攻基地があるんです。それから海軍の
特攻基地、これは知覧ていって⾮非常に有名な所なんですけれど
も、両⽅方⾏行行きましてですね、⾮非常にびっくりしたんですけども、
知覧にですね、知覧の特攻隊の隊員たちが、  通った⾷食堂って
いうのがありまして、今宿泊もできるというところがあるんで
すね、そこは今、旅館と資料料館になっています。初代の⼈人はも
うお亡くなりになっていて、2代⽬目の⼈人もお亡くなりになって
いて、その奥様が三代⽬目、いま、4代⽬目の⽅方が継いでますけれ
ども、朝、夜は⾷食事無しですね、朝ご飯⾷食事付きなんですけど、
７時半から9時半までなんとなんと2時間、僕のように途中で
ろれつが回らなくなったとか、滑滑⾆舌（？）とかそう⾔言うことな
くってですね、  「おばあちゃんから聞いたことなんですけ
ど」とかいって話し始めまして、2時間、そこで我々⾜足⽌止め
⾷食って、話を聞いてきたわけなんですけれども  その⼈人36歳と
か⾔言ってましたですね。⼤大学は⿅鹿鹿児島なんですけど、茨城⼤大学
の⼤大学院はいりまして、理理科系で勉強しましてでですね、東京
のIT関係のお仕事をしたんですけど、⾃自分のお⺟母さんから、
どうしても帰ってきて継いでくんないか、と⾔言われて、今ここ
でこういうことをやってます、と⾔言うことがあってですね、そ
れはそれはですね、とても感動的なお話が続きました。で、僕
がですね、最後にお願いしたいのですはですね、こういうお話
を僕ら、じいちゃん、ばっちゃんばかりでなく、こういうじい
ちゃん、ばっちゃんに話するのもいいんですけど、  世代継
承っていいますかね、こう⾔言うの次世代に対してやっていただ
けますか、⾼高校⽣生たちの修学旅⾏行行とか、あるいは部活動とかで
すね、そういうことで来られる⽅方たくさん⼤大勢いらっしゃるで
しょう、⾼高校⽣生、⼤大学⽣生、あるいは新⼊入社員とか聞いたら、ほ
とんどいないですね。こう⾔言う戦中、戦前の話をして下さる語
り部って⾔言うのがですね、もっと専⾨門職としては、県⽴立立、何と
か平和会館て⾔言うのが出来ますけれども、⺠民間ではほとんど対
応できてない、で、来る⼈人もいないって⾔言う、その朝⾷食会にも
我々だけっていう形だったんですね。で、東京に戻りました。
僕そのうち⾮非常に⼤大切切な話だなあって、僕らの仲間、それこそ
⽇日教組とか、昔の教員やってた⼈人たち  2、3⼈人聞きました。そ
したら⼦子供たちは広島にさえ⾏行行くのだってね、  親御さんから
遠い、お⾦金金かかるんでしょってことですね  もう否定的。尻込
みになってきてるって今の状況なんだそうです。ましてそれが
⿅鹿鹿児島なんて⾔言うと、みんな聞き⼊入れられないって⾔言う情況な
んですね、その旅館は冨屋旅館って⾔言いいます。�

⽇日本はもう世界にあの全然相⼿手にされてないって⾔言うけれど､
でもね、それは今の⽇日本の代表しているような⼈人たちなら相⼿手
にされてないので、もしかして国⺠民っていうレベルでたくさん
の⼈人がもう少し、例例えば今度度ノーベル賞の授賞式に⾏行行って⽥田中
熙⺒巳さんがすばらしいいいスピーチして下さったりして、それ
が世界中の⼈人に知って貰えれば、もうちょっと⽇日本を認めて貰
えるんじゃないか、トップだけが相⼿手にされなくても、だか
らって国⺠民まで相⼿手にされないっていうのはね、とても困ると
思いました。�
�
S.N.:�
 　皆さんからいろんなお話聞かせていただいて⼀一体私は何を喋
ればいいのかなと思っちゃったんですけど、ここの何ヶ⽉月か、
私、⾃自分より若若い⼈人たちと⼀一緒にいることが多いですね。私、
WHOの問題やってたもんですから、そのメンバーが私より若若
いっていうか、40代50代の⽅方が多いんですけど、そういった
⼈人と話話なんかして、気がついたことをちょっとお伝えしよう
と思います。�
 　で、この中にも若若い⼈人いらっしゃるので、私の⾔言ってること
が皆さんにそのまま当てはまるかどうかわかんないんですけど
も、私も⼀一応感想として⾔言いますと、まず憲法改正にあんまり
抵抗ないんですね。緊急事態条項はものすごく警戒してますが、
憲法改正⾃自体に関しては、割と抵抗がなくてそれどういうこと
かって⾔言うと、あれはアメリカの作ったもんでしょて⾔言うと、
みんなそうだそうだって⾔言っちゃうんですよ。で、成り⽴立立ちは
さておき、憲法っていうのはそんな簡単に変えるものではない、
⽇日本の国の根幹ですからね、ですからそのアメリカが作ったか
ら変えなきゃっていうようなことに⾶飛びつかないで、まず⽇日本
国憲法をちゃんと勉強をしてほしいんですね、私としては。あ
れは  そのもちろん  そのアメリカからアイデアは出てますけ
ど、  ⽇日本のその憲法の研究が鈴鈴⽊木安蔵であるとかですね、であ
るとかね、そういう⼈人たちの思想を取り⼊入れてますし、その時、
アメリカの⽅方で憲法作成に関わった⼈人達っていうのは、例例えば
法律律関係の⼤大学院まで出てるとか、そういう結構専⾨門知識識を
持ってた⼈人が多くて、若若かったけれども、彼らが⾮非常に理理想に
燃えてこういうのがいいんだって⾔言って作ったらしいんです。
ですので、アメリカが作ったからダメって⾶飛びつかないで、そ
こは勉強してほしいなと思います。  YouTuber  で結構若若い時に
⼈人気がある⼈人がいるんですけど、皆さんご存知かどうかわかん
ないんですけど、深⽥田萌絵さんっていう⼥女女性なんですけどもね。
深⽥田さんがやっぱり憲法変えなきゃと⾔言ってて、ある時あの勉
強してみたら、これ、すごい憲法だったからやっぱり変えるの
は良良くない、良良くないはねって⾔言い出して、ま、そういう感じ
です、憲法改正に関しては。  �
 　それからもう1つは、どうも⽇日本⺠民族が優れているっていう
のが好きなんですよね、  例例えばすぐに⽇日本（？）の国柄とか⾔言
い出したり、⽇日本らしさとか、だから名前をつけるのも、ヤマ
トっての⼊入れようとか、そういうふうになんかその⽇日本が素晴
らしいっていうような考え⽅方っていうのをちょっと感じるんで
す。で、それすごい怖いことだと思って世界中にはいろんな⼈人
たちがいるんでどこに私たちは優れているっていう考え⽅方って
私、持ってませんし、その⽇日本⺠民族が優れてるっていうのは、
戦争の時にすごいなんか宣伝されて、それでそういう変なとこ
ろ⾏行行っちゃうとものすごい危険だと思うんですね。で､天皇制
も抵抗ないんですよ、割と。で、その2⽉月11⽇日なんかをある
じゃないですか、いろいろと、するとそれに⾏行行ってきたわ、と
⾔言ったり、投稿したりするんですね。ですのでそこもやっぱり
⽇日本が、⽇日本が、取り分け優れているとか、天皇制賛成ってい
うのはちょっと怖い動きだなと思っていて、私  個⼈人は、その天
皇制っていうのは  要するにある種、そういう装置として使われ
たと思ってますので、その⽇日本をその間違ったことにかり⽴立立て
ていく、駆り⽴立立てて⾏行行かれたわけですね。それにその天皇制っ
てすごい使われたわけなので、そういう装置としての怖さって
⾔言うものを何とか伝えていければいいなと思ってます。�
それと同じにその⾃自虐史観というのはすぐ⾔言い出すんですよ、
わたしたまたまちょっと若若いジャーナリストの⼈人で、そのやっ
ぱり⾃自虐史観が良良くないっていうこと⾔言ってる⼈人がいるので、�
�
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�
  �
M.I.：映画で⾒見見ました。�
S.H.：映画で⾒見見たんですか。あの開聞岳の写真が庭の⽅方にありま
してですね、そこをめざして⾏行行って、特攻隊が⾶飛んでいって開聞
岳が⾒見見えたよって、隊機の⽻羽根をゆらしてですね、万歳ってこう
⾔言って、帰りの航空の燃料料なんてないもんですから、⾏行行きしかな
いわけですから。そこで⾏行行ってお別れをして、帰ってこない、戦
死する､特攻するっていうことをやったところなんですけど、そう
いうお話がですね、聞こえるわけですね。�
そのおばあちゃんが、お⺟母さんだと思って、団⼦子⾷食いたいんだけ
ど、と⾔言うと作ってあげるとかですね、そう⾔言うことをしてあげ
た初代のおばあちゃんがいるんですね。陸陸軍の指定の⾷食堂ですか
ら、内緒だよ（？）ということで、ほとんどその家族しか知らな
かったことをたくさん聞けます。みなさん、ぜひ機会がありまし
たら、お⼦子様、それからお孫様にそれから回りの⼈人たち、とくに
若若い世代の⽅方にそこに⾏行行ってですね、話を聞けばいいかと思いま
す。お⾵風呂呂なんてないんです。家族⾵風呂呂なんですけれども、とっ
てもいい時間を過ごすことができると思います。�
それからもう⼀一つ僕がびっくりしましたのですね  そこにですね、
僕は知らなかったですけど、みなさんは知ってるかもしれないん
ですが、そこに陸陸軍の特攻隊基地があるわけなんですけど、そこ
にですね、1階の⽚片隅の⽅方にですね、パネル＊＊＊（？）がありま
して、戦艦⼤大和の館⻑⾧長の話が出てくるんです。伊藤整⼀一って⾔言う
⼈人なんですけど、  54歳で亡くなりました。戦艦⼤大和は沈沈没してで
すね。その時その艦⻑⾧長がなんて⾔言ったかが、そこに書いてあるん
です。それはですね、戦艦⼤大和に残っている最後ですよ、戦艦⼤大
和を護衛する⾶飛⾏行行機なんか⼀一機もないんです。護衛艦て⾔言うのは
３隻、4隻あるんですけど。軍艦の、アメリカの⾶飛⾏行行機がわーっと
くるのを艦砲射撃の⼤大砲撃ったって効かないじゃないですか。そ
れをですね、やろうとしたのは海軍特攻っていうことなんです。
で⾃自分は艦⻑⾧長は⾏行行く前からね、  ⽇日⽶米開戦は反対ということを⾔言っ
てたんだそうです。ですが、始まってからですね、その艦⻑⾧長は
残っている乗組員を甲板に集めてですね。⾔言うんです。「お前ら
ここで特攻作戦を中⽌止にする」いいですか、艦⻑⾧長⾃自ら（？）が⾔言
うんですよ。「お前たち、⽣生きろ!」って⾔言って⾃自分は艦⻑⾧長室に
⼊入っていく。お前らのことを助けてくれって、護衛艦の⽅方にも
⾔言ってあるから、⾶飛び込んだ奴は助かるからと⾔言って、⾃自分はひ
とり艦⻑⾧長室に⼊入って54歳の時に死んだ、その息⼦子はと⾔言うと、そ
の息⼦子は沖縄の特攻隊にいてですね、結局は特攻隊になって死ん
でしまいます。⽗父親と⼦子ども、このですね、その伊藤整⼀一って⾔言
う⼈人は庭仕事が好きで庭に桜の⽊木を植えたんですね、それを枝分
かれしていって孫の桜の⽊木を今、枕崎のですね、⽕火之神公園って
⾔言うのがあるんです。そこのところにと植わってあります。⽗父⼦子
桜、⽗父と⼦子の桜、それのですね、説明談があるんですけども、僕
らはいつも説明を声を上げて⾳音読するんですけど、読めなかった
ので、代わってもらったんですけど、それぐらいにですね、戦中
とはいえですよ、兵隊とはいえですよ、けしてね、天皇陛下万
歳って⾔言って⾶飛び込んだわけじゃないってことですね。それくら
いの⽇日本⼈人がいたってことをですね、やらなきゃ⾏行行けないんじゃ
ないか、平和学習って⾔言うのは、よりすごいことだと思いますの
で、是⾮非お願いしたいと思います。�
も少しいいですかね。その⼀一番の問題って⾔言うのは、僕は、⽇日本
の独⽴立立だと思うんですよね。⽇日本が独⽴立立してないじゃないですか。
⽇日本が独⽴立立するってことを考えれば、アメリカの呪縛、沖縄がど
うのこうのってありましたけど、その呪縛から離離れてですね、僕
は⽇日本がちゃんとする、そのためには政権交代が必要なんでしょ
うけど、それを⼤大きく変えれば、⽇日本はビジョンを持つことが出
来るし、それから、北北朝鮮から相⼿手にされないなんてことでなく
て、そうなのって⾔言うのでなくて、相⼿手にされるような国に我々
が⾃自⾝身が主体的、積極的にかかわっていけるようなそういう時代
を作っていければなあとと思います。�
埼⽟玉県に⾼高麗麗って⾔言うところがあるんですね、これあの渡来⼈人が
来たから⾼高麗麗って読んでいるんですけど、その⾼高麗麗の駅前に⾏行行き
ますと、⽯石器時代住居跡って⾔言うのが国指定の⽂文化財になってあ
ります。ご存じ、⾏行行かれたことがありますかどうか、さっきむの
たけじさんの講演会で、僕ら聞きました。�

資料料❸ 　第10回むのたけじ反戦塾（2024年年11⽉月16⽇日）の記録 　（10）	

 　�むのたけじさんなんて⾔言われたと思いますか。「戦争なんて起
こったのはたかだか、2000年年しかないです。2000年年ちょっと
前から3000年年くらいしかないです。  �
その前の旧⽯石器時代、縄⽂文時代には⼈人間､⼈人類って⾔言うのは
戦ったことがない、まあ東京の国⽴立立博物館で、「埴輪輪展」やっ
てますけど、あれは古墳時代、弥⽣生時代からなんです。それに
⽶米作が始まってですね、これは俺の⼟土地だ、この稲は俺が作っ
たものだ、俺たち他の奴には⽣生かせないってことでやってきた、
それを古墳時代から（？）ってやってきたわけですよ、⽇日本の
場合はね。エジプトはピラミッド作ってる。これピラミッドと
か古墳を作ったのは誰だって農⺠民ですよ。そう⾔言うことをやっ
てきて経済、あるいは⼈人間の社会の中に分断が出来てしまって
いる、階級が？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
できてしまった（？）みんな平安時代まで⼀一般の庶⺠民は竪⽳穴式
住居に住んでいたんですよ。これは僕の考えでなくて、港区に
⾏行行けば、そういう縄⽂文遺跡跡というのがあって、それぐらいで
すね、⼀一般庶⺠民はそういう暮らし⽅方をしていた、でもみんな仲
良良く攻めあわなかった、戦争なんか出来なかったというのが⼀一
般庶⺠民、全部やらせられた（？）⽇日本のことなんでで、その辺
のことを頭に⼊入れて、  次、是⾮非、つまり渡来⼈人が来る前の前
の何千年年も前からあそこには歴史があったってことですね。要
する今、国有財産（？）になってるわけですけど、そう⾔言うこ
とを我々⾃自⾝身がもう⼀一度度⽬目を覚まして、むのたけじさんじゃな
いですけど、⽬目を覚まして⾃自分の⾜足元、回りのところから少し
づつ構築していければなあって、そういう社会をですね、作り
直していこう、作っていこうと⾔言うことの動きをはじめて⾏行行き
たい、そのためになんか、⾔言いたいことがあったら何でも⾔言い
ましょうってことで終わりたいと思います。  �
�
S.N.：�
さっき発⾔言して、⾃自分で気がついたんですけど、私がいろいろ
⾔言いましたけど、それって、その世代にもしかしたら関係ない
じゃないかなって思いました。  �
というのは、私こういう集まりに来ることが多いもんですから、
そうするとやっぱり考えてることがちょっと違うんでね。でも
それは世代じゃなくて、あんまりこう⾔言う集まりに来ない⼈人と
か、関⼼心持ってない⼈人っていうのはやっぱり、その年年齢に関わ
らずそうなのかもしれないなっていう⾵風に思いまして、ちょっ
とその年年齢､世代で違いがあるって先ほどの発⾔言はちょっと思
慮が⾜足りなかったと思いましたので撤回します。�
  �
司会：�
ありがとうございました。私もちょっと意⾒見見を⾔言わせていただ
きます。あのちょっとそろそろ時間なものですから、まとめに
かかりたいと思うんですけれども、すごく皆さん  ,私はこの
3ヶ⽉月の動きっていうのがよくわかんないでると⾔言うことで  そ
のことについても皆さんのご意⾒見見をお聞きしたいなっていう⾵風
に思って今お聞きしてなるほどなるほどと思っていることが多
いんですけれども、1つはさっきの⼟土⽥田さんがおっしゃってた
通り、憲法改悪が少し遠ざかったという、それはそういう⾵風に
考えたいんですけれども、だからってね、安⼼心しているってい
う話じゃなくて  それはまたそれが起きてくるからっていう話
じゃなくて、もうすでに集団的⾃自衛権を容認した時点で憲法は
改悪されてるわけですよね、9条が変わってしまってるわけで
すよね、現実的に。でそのために  先ほどお話があったような
南⻄西諸島のミサイル基地であるとか、そういったのがどんどん
準備されていく、決して憲法を変えないことがあの戦争をなく
す、戦争しないで済むことにならない、というよりはもっと切切
実、緊迫してるんじゃないか、今⽇日のむのさんの映像にもあり
ましたけど、「戦争は始まったらもう⽌止められないんだ」確か
にそしてまた戦争ってすごく偶発的なところから始まりますよ
ね、それが、あの作為的な、仕掛けられたものであるかどうか
は別としても、今⼀一旦偶発的であっても、さっき台湾有事もも
う問題にされないんじゃないかと⾔言ったけれども、そういった
（戦争を）意図する⼈人がいたというか、動きがあればもう⽌止め
られない。                                                                                  （次ページに続く）�
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資料料❸ 　第10回むのたけじ反戦塾（2024年年11⽉月16⽇日）の記録 　（11）	

 　�この2回前ぐらいの時に、⾃自衛隊の問題について皆さんのご意
⾒見見聞いたんですけれども、そしたらこの⾃自衛隊っていうか  、
いわゆる⽇日本の軍隊がどういう⾵風に変容するか  ⽇日本の社会が
どういう⾵風にいざ戦争が起きたら、さっきあの韓国の⼤大統領領も
⾃自分のなんか⼈人気を⾼高めるために戦争（を起こす）  今まで歴
史的にもそういったのってすごく多いんですよね。関⼼心をそら
すために。⽯石破さんだってやるかもしれないし。それと、やは
り  あの結局は集団的⾃自衛権のっていうことによって、憲法を
改正、変えなくてもいいからっていう⾵風なことになったんで、
あのさっき安倍さん､安倍⾸首相が⾔言ってたていう話ですけれど
も、アメリカ、全てアメリカだと思うんですよね、今の情勢っ
て、だから⽇日本が憲法を変えないで済むようになったから戦争
から免れるということは全然ないんであって、まあトランプが
どう⾔言う（政治を）するかっていうのはいろんな読みがあって、
それはそれで注⽬目していきたいところなんですけれども､私が
このところ、この半年年位､あるいはもっと前からなんかしれな
いですけれども、いわゆる  ⽇日本の基地、戦争の準備っていう
のにすごくやっぱりなんとかしなきゃいけないって焦りを感じ
るの、それがこの3ヶ⽉月の間の動きによっても全然変わらない
し、もっともっと危険になってるっていう気がしてならないん
で  ということを感じました  今⽇日の話の中であのすごく納得の
いく、なるほどなと思うこともそうだし、いろいろあったんで
すけれども、これから最近の「映画の会」の⽅方の傾向もそう
いった戦争を戦争っていうのが、遠いところにある戦争じゃな
くて、⾃自分たちが関わる戦争っていう、これから始める戦争っ
て⾔言いますか、むのさんの話の中にあのスローガンじゃないで
すけれども「戦争をいらぬ、戦争をやらぬ世へ」っていう⾵風な
のがよく、私たちもよく使ってんですけれども、私は意図的に
これを「戦争をさせぬ世に」と切切り替えてんですね。私たちが
戦争をやるってことじゃなくて、（戦争を）させないようにし
なきゃいけないっていうところに「反戦」っていうの意味を
持ってきたいなと思ってんですけれども。�
今までのものをまとめながらですね、前回確かにそうだなと
思ったことの⼀一つに、要するに「戦争主義者」と「平和主義
者」どっちが多いかって⾔言ったら、平和主義者の⽅方が多いに決
まっている、という話で、だからそこをこう⼒力力にしていかな
きゃいけないっていう話がありましたけれども、なんかそうい
う⾵風な、これから⾏行行動っていうか、実際の  動きとしてどう
いったことを広げていくかっていうことをちょっとこれからも
考えていきたいなと思います  ここまでが私の意⾒見見です。�
�
私から先が「これからどういう⾵風にやっていくか」っていう話
でのご相談なんですけれども、⼀一番頭にも⾔言いましたように、
そろそろまとめていって、できるだけ、それを発信できるって、
発信って⾔言ったら⼤大げさですけれども、なんか⼈人に伝えられる
材料料を作っていきたい、役に⽴立立つものを作っていきたいなって
いうこと武野さんとも話をして  て、1つは、このコツコツ貯め
ていた皆さんの発⾔言っていうのを、この発⾔言の部分だけを1冊
にまとめて本当にこういう形の資料料ですけれども、作ろうかと
思っています。で  それでただこの聞き取りっていうのは、私
はあんまり上⼿手じゃなくて、かなり。間違いが多いんですね。
ですから今から1回⽬目から10回⽬目今回までの分をまとめますの
で、それを校正してほしい、発⾔言した⽅方に。で2⽉月の次の回、
今2⽉月を予定してるんですけれども、それまでにお送りします
んで、ご⾃自分の発⾔言だけでいいんで、これ間違いだよ  ってい
う（指摘）が1つ、それから  これは削ってほしいなっていうの
が1つ、それさらにもうちょっと付け加えるとできればその出
典であるとかですね、何をもとにこれを読むともうちょっと詳
しいことは分かるよ、みたいな知っていることを教えていただ
いて、また戻していただいて、それを校正したものを、5⽉月ぐ
らいの次の回のあたりにまた出したいと思いますので。�
私が今考えているのは、各発⾔言の前にですね、キャッチをつけ
たいんですね、この発⾔言の内容はこれについての発⾔言ですって
いうのが分かるのを  付けていきたいんで。それに対してもま
た「そうじゃない」ということがあったらですね、直していた
だいて、それをもとにさっき武野さんもおっしゃってましたけ
れども、内容的にですね、ちょっと分けていって、例例えば�

やっぱり今まで出てきた話の中に「もっと歴史を知らなきゃい
けない」とか、あるいは「メディアの問題はこういうメディア
はおかしい」ってことだとか、いくつかのテーマがありまして
ね、「教育の問題」だとか、あるいは「⾃自衛隊っていうものを
どう考えるのか」それをこう寄せて⾏行行って５〜～10ぐらいの
テーマに分けながら、⾃自分たちがこれまで話し合ってきたこと
を、これまで⾏行行っても出し合ってきたことはこういうことだみ
たいなことにしていくことができたらなと思っています。�
それと先ほどありました皆さんの発⾔言について校正をしていた
だきたいということの中なんですけど、お⼿手紙の⽅方にちょっと
書きました「もし差し⽀支えなかったら、あのご⾃自分の名前で」
今までイニシャルなんですけれども、出すことが問題なければ、
そのことも教えて欲しいと。やっぱりイニシャルの⽅方がいいと
思う、イニシャルの⽅方が発⾔言としてすごくいろんなことが⾔言え
るということもあるかと思いますので、そういった判断の⽅方は
イニシャルのままで通しますけれども、なんか整理理してると
ちょっと  発⾔言の途中でまた  イニシャルに変えたりしてですね。
例例えばこういった資料料が「残るもの」としてあるんだったら、
それぞれの⽅方がどういったことを考えて、どういったことを
⾔言ってるかっていうことを、できれば出したいなと思いまして、
そういったことで、ちょっとご検討いただければと思います。
あの決して無理理強いはしません。�
もう⼀一つ、やっぱり私の何て⾔言いますかの意⾒見見なんですけれど
も  やっぱりこの資料料っていうか皆さんの発⾔言の記録をまとめ
ていくと  本当に2年年前の話でも忘れてることがすごく多い、で
なおかつ世の中の動きっても本当に半年年前のことであってもあ
れは⼀一体どうなったんだろうかっていうのがそのまま放置され
てることはすごく多いなっていうことを感じましてですね、ま
あ  8⽉月を⽬目指して、今、あの戦後80年年  あるいは  安保法制  10
年年っていう⽬目標を作っていくっていう中で、やっぱりこの10
年年間の間にどんなことがあったかっていうのは、私は「映画
会」をやる時の資料料として年年表を作るのが好きなんですけれど
も､事項としてですね、この間は「⽇日⽶米関係の年年表」っていう
のを作ったんですけれども、そういったことを、この10年年間
やってみると、やっぱり⾃自分たちは何をしようとしていたの
かっていうのは1つ分かってくるかなっていう⾵風なこともあり
まして、そういったこの10年年間、さらにできれば戦後の80年年
間、とくに私たちが⽬目指している反戦、戦争をなくす、戦争を
させるということにおいてどういう⾵風な事象、それは例例えば市
⺠民運動はどういうことをやってきたかとかですね、いくつかの
側⾯面があると思いますし、海外との関係はどこだったのかとか
で、その中でそれをこう  ⾃自分たちはこれから、そういったも
のをどういう⾵風にしていこうとしているのか、どういう⾵風にし
ていきたいのかっていうことをまとめられるようなものになっ
たらなと思いますので、もし皆さんお⼿手伝いよろしく、途中で
チェックしていただくということでも結構なんですけれども、
よろしくお願いしたいなと思っております。�
ちょっと時間なものですから、このあたりでと思います。�
�
阿部:�
ですから本の話なんですけど。会の中での発⾔言って、断⽚片的な
ものが多いじゃないですか。だから希望者だけでいいと思うん
ですけれど、まとまって書きたい⼈人にはそれとは別にまとまっ
て書くあれを設けたらいいんじゃないかなと思う、提案です。�
司会：分かりました。そうですね、加筆してて⾔言うか、…�
阿部:あの発⾔言してないことを書くわけにいかないじゃないで
すか。�
武野：発⾔言してないのを書いてもいいと思う。この会に関連し
てたら。なかなかあそこで発表しするのは難しいでしょ。�
武野:細かいことはまた後で。�
司会:本なのか、あるいは資料料集なのか、っていうのはありま
すけれども、それを作っていくっていうことも、この後の2回
の話し合いの中で、あるいはその8⽉月に予定しているイベント
と⾔言いますか、どういうことをやるかっていうこともあの皆さ
んと⼀一緒にこう作っていきたいと思いますまた次は2⽉月を予定
してますけれども、ちょっと映画会とダブりまして。よろしく
お願いします。�
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第４回から第６回「むのたけじ反戦塾」のまとめ�
  �
第四回むのたけじ反戦塾は2023年年8⽉月26⽇日に⾏行行われました。�
このときの話し合いの参考になればとして提供した映像と資料料な
どは以下のとおりです。�
「100年年インタビュージャーナリストむのたけじ」の後半が上映さ
れました。�
「希望は絶望のど真ん中に」第２章「農耕の中からなにゆえ戦争
が」後半、�
戦争が公認された根拠は皆無／⽇日中戦争を⾒見見て、⽇日本が中国に決
して勝てるように戦争は今まで誰からも認められたことがないこ
とです。�
その他、私たちと関連する活動をしている中帰連／不不戦兵⼠士・市
⺠民の会／PCP徳川の平和を知る・考える・伝える会からのメッセー
ジを資料料として提供されました。�
  �
話し合いの主な内容�
今回も軍拡路路線に⾛走る政府の動きに懸念念をする動きが多くある中
で、戦後⽣生まれが85％を越えているのです。だから、今まで経験
してきたことをどのようにして次の世代に継承し、誤りのない世
の中の流流れに向かわせることが⼤大事であるというのが、今回の話
し合いを⾒見見ていて⼤大きな柱となっているように⾒見見えました。�
 　ひとつは今年年が学徒動員80周年年と⾔言うことで、また、むのたけ
じも卒業した東京外国語⼤大学が創⽴立立150年年と⾔言うことも合わせて、
⾃自分たちの⼤大学と戦争の関わりを調べて、学園祭で発表しようと
⾔言うことで、OBの私も⼿手伝いました。東京外国語⼤大学はいろいろ
な外国語をしている関係で15年年戦争に深く関わっているわけです。
そうした関わった⼈人がその後どうなったか、遺族はどうかなどを
調べるわけです。たとえば、ラバウルで刑死した⽚片⼭山⽇日出夫⽒氏、
芥川⿓龍龍之介の息⼦子芥川多加志⽒氏、映画「ラーゲリから愛を込め
て」で描かれた、シベリアでなくなる⼭山本幡男⽒氏などについて発
表しました。卒業⽣生を対象にすることで⾃自分たちとつながる漢字
があるわけで、学徒動員を考えることになったように思います
（K.S）。�
 　中国が戦後⽇日本との友好関係を築こうとして、いわゆる撫順の
奇跡と呼ばれる戦犯に対して⾃自分たちの思いや⽣生活をも犠牲にし
て⼈人間らしい扱いをしたことなども伝えなければならないことで
す(F.K.)。�
    NHKは戦争のドキュメンタリーを数多く放送しているのですが、
もういとつ「戦争アーカイブス」という戦争証⾔言集です。ものす
ごい財産で、⾃自分のもったテーマ、切切り⼝口で検索索も出来ます。た
だし、「加害の歴史」とかは扱っていないので、NHKの番組にそ
の時⽇日本⼈人はこういうこともしていたと付けて⾃自分なりのテーマ
にし他ものを作るようにしてはと思います(H.N.)。�
 　伝えるものは過去の戦争のことだけではない。たとえば、東京
都港区には三⽥田台公園という縄⽂文時代の遺跡のある所があります
が、そこにある説明板には縄⽂文時代のあとに古墳時代がやって来
て、権⼒力力を持つものと持たないもの差が出来て、争いが起こるよ
うになった。それまではお互いに協⼒力力しなければ⽣生き⾎血家内縄⽂文
時代が1万円くらい合ったと⾔言うような⼈人類の歴史も必要なのでは
ないか(S.H.)。また、今「台湾有事」とか⾔言われていますが、
1972年年の⽇日中共同宣⾔言で「恒久的な平和友好関係を確⽴立立する」と
決められたことも確認し、伝えなければなりません（Y.S.）。国を
守ると⾔言うことは⼒力力でなくとも話し合いで出来ると⾔言うことです。�
 　このとき、もう⼀一つの話の塊は地⽅方政治に希望を持っている声
が聞かれたことです。�
 　政府の⽅方針と違う政策をかつてもしたことがあります。横浜市
の⾶飛⿃鳥⽥田⼀一雄市政（1963年年4⽉月から1978年年3⽉月）はいろいろ⾰革新
市政独特の政策をしますが、特筆するべきは国内の反戦運動の世
論論を受けて、「戦⾞車車輸送阻⽌止闘争」とか、「村⾬雨橋事件」と呼ば
れることをします。ベトナム戦争で破損した戦⾞車車を相模総合補給
廠で修理理し戦場にもどしていましたので、補給廠と横浜ノース・
ドックの間で戦⾞車車を載せたトレーラーが往復復していました。ベト
ナム戦争終盤の1972年年に橋の重量量制限を理理由に100⽇日間この輸送
を⽌止めたのです。こうしたことも、伝えるべきことにもはいるも
のかも知れません(Y.S.)。�

資料料❹ 　第4回から第6回「むのたけじ反戦塾」のまとめ（1）�

 　� 　最近では明⽯石市の泉房穂さんが４期勤められて、18歳まで
医療療費無料料かなどよい政策をされています。まず⾃自分たちの住
んでいる⾃自治体から政治を変えていくことで可能性が広がるよ
うに考えます(S.N.)。  �
 　いずれにしろ、ウクライナ戦争を⾒見見ていると、アメリカは頭
がよくて⾃自分お国の兵隊を使わず、ウクライナ⼈人を使ってロシ
アと戦争させている。だから、アメリカ⼈人の犠牲がないからベ
トナム戦争の時のようなの反戦運動がおきない。これをよいこ
とに、もし台湾で何かが起きても、アメリカの兵隊を使わずに
アジア⼈人同⼠士で戦争をやらせるようにするだろう(T.I.)。だか
ら政治をあきらめてはいけない。�
  �
  �
第五回むのたけじ反戦塾は2023年年11⽉月23⽇日に⾏行行われました。�
このときの話し合いの参考になればとして提供した映像と資料料
などは以下のとおりです。�
「むのたけじ100歳のつどい『ジャーナリズム・メディアの再
⽣生〜～戦後70年年・未来への課題』」が上映されました。�
「希望は絶望のど真ん中に」第３章「⼈人類の余命は40億年年か、
四⼗十年年か」を資料料として提供されました。�
  �
話し合いの主な内容�
第5回反戦塾はその少し前にイスラエル軍がガザ市の完全包囲
し、パレスチナ⼈人のジェノサイト（集団殺害）が⾏行行われるので
はないかと⾔言う報道があった少し後の開催になりました。ウク
ライナーロシア戦争も収まらないなかで戦渦が新たに⽣生まれた
わけです。そうしたこともあるのかも知れませんが、⽇日本は現
在の穏やかに⽣生活できていることに思いを寄せる話が幾つもあ
りました。�
 　⼦子どもが3⼈人いて、⼀一番下が有名な⼤大学の政治学科に通って
いる⼤大学1年年⽣生で、政治の動きとかにほとんど無関⼼心でいるが、
こうした無邪気な⽣生活がいつまでしていられるのだろうか
（S.A.）。毎朝起きた時⾃自分の感謝するべきことを10くらい
書くのを習慣にしているのですが、そのなかに爆弾が⾶飛んでく
るなどのことが⼼心配なく⽣生きていられることが⼊入るようになっ
た(S.N.)。�
    確かに、⽇日本は戦後80年年近く爆弾が⾶飛んでくるようなことは
なかったし、⾃自衛隊が直接戦闘にからんでいくこともなかった。
ただし、⽇日本は本当に戦争と無関係にいられたかと⾔言うとそう
でもない。⽇日本の戦後復復興は朝鮮戦争の軍需需要により成し遂
げられたし、ベトナム戦争ではあの枯れ葉葉剤の原料料が三井東圧
化学（現三井化学）⼤大牟⽥田⼯工場で供給されています。その主成
分のダイオキシンにより障害を持つ⼈人が多くいるので、やはり
恨みをもたれるのではないか(M.M.)。�
    今回の反戦塾で特に話題に上ったのが⽇日⽶米安全保障条約と核
の抑⽌止⼒力力です。今、⽇日本⼈人の相当多いパーセンテージの⼈人が⽇日
⽶米安全保障条約を肯定的に受けとめていると⾔言われ、ほんとう
にだまされているように思うんだけれどアメリカが⽇日本を守っ
てくれるとアメリカの核の傘による抑⽌止⼒力力を頼りにしている
(H.I.,Y.O.)。しかし、このことが⽇日本が戦争に巻き込まれる懸
念念材料料にもなるという認識識を持つ⼈人は少ないと思う。過去にさ
かのぼれば、アフガン戦争でもイラク戦争でも、アメリカの戦
争に⾃自衛隊が駆り出されて、戦闘に巻き込まれる危険性をおか
している(S.A.)。朝鮮⼈人⺠民共和国が核実験などに関してもアメ
リカのことを考えてのことで、⽇日本が関係あるとすればアメリ
カに付いているからです。�
 　⼀一歩踏み込んで、逆に⽇日本が⽇日⽶米安保条約を必要としている
理理由を考えると、かつて植⺠民地にした近隣隣の国々が怖いからだ
と私は思うのです。そのことを理理解するには⽇日本の近現代史を
しっかり学ぶことが必要です。しかし、⽇日本では学校教育の歴
史は縄⽂文時代から始まり、明治政府のところで教えるのを終わ
り、近現代のころはなおざりです。中国や韓国などの近隣隣諸国
では近現代史から始じめたり、近現代史を単独の教科にして
しっかり教えている（K.N.）。近現代史はまともに教えない
ばかりでなく、関東⼤大震災のときの主に朝鮮⼈人の虐殺や1万⼈人�
（次ページに続く）�
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近い⼈人が犠牲になったかも知れないといわれる徴⽤用⼯工の朝鮮⼈人が
帰るためにのった浮島丸の沈沈没など、数々の疑惑が語られている
のにまともに向き合っていないということがある(M.M.)。よく話
題になる従軍慰安婦問題も忘れてはならない。�
    �
こうしたことが⽇日本に不不信感をもたれる要因になっていると思わ
れる。第⼆二次世界⼤大戦の同じ敗戦国でありながらドイツはワイツ
ゼッカーという有名な⼤大統領領の「過去に⽬目を閉ざすものは、現在
にも盲⽬目となる」ということばでもわかるように、徹底的に戦時
中に⾏行行ったことを⼦子どもに教えて、学校でも近現代史をしっかり
教えている(F.K.)。それでもAFDと⾔言う右翼が出ているけど、⽇日本
⼈人の⼦子どもたちは何も知らないで⾃自⺠民党に投票しているけど、こ
れでよいのか(Y.O).�
 　ドイツはしっかり過去に向き合ってきたから、欧州連合（Ｅ
Ｕ）の主要国として活動し、近隣隣国から戦時中のことが⾔言われて
いない。⼀一部の⽇日本国⺠民からいつまで謝り続けないといけないの
かという声を聞きますが、⽇日本⼈人の姿勢が問われているのだと考
えます。近隣隣諸国と直に向き合うことをせずに、⽇日⽶米安全保障条
約を背景にして東アジア諸国と対峙していることが不不信感をもた
れる要因ではないか。�
 　「戦争は些細な差別意識識から始まる」と⾔言われている(Y.O.)。だ
から、今回上映した講演の中でむのたけじが「相⼿手を知るには敬
う合い 　学び合う」ことをと⾔言う⾔言葉葉がありましたが、それにビ
ビットときました(K.N.)とありましたが、まさに互いを理理解するに
は敬い合い学び合う姿勢で対応し、なにか問題が起きた時は話し
合いで解決するというのが新しい時代の国際秩序を保つ⽅方法に変
える時代になりつつあるように思います。�
 　これを書いているのは2024年年10⽉月2⽇日に書いているのですが、
宮崎空港で不不発弾の爆発事故があり、たまたま上に何もない時爆
発したので⼈人的被害はなかった。戦後79年年⽴立立ってもこのようなこ
とが起きるのが戦争です。その時だけの問題ではない。⻑⾧長く被害
をもたらす戦争はしてはいけないとつくづく思いました。そうで
あるのに、⼀一昨年年からウクライナとロシアの間の戦争、今、イス
ラエル周辺国との戦争と戦いの炎が広がっています。これまで⽇日
本⼈人の多くが信じてきたアメリカの核の傘による秩序の維持は出
来なくなっていると認識識するべきだと思います。そのことを考え
て⽇日本⼈人は⾏行行動を考えるべきです。�
  �
第六六回むのたけじ反戦塾は2024年年1⽉月20⽇日に⾏行行われました。�
このときの話し合いの参考になればとして提供した映像と資料料な
どは以下のとおりです。�
秋⽥田市にある県⽴立立明徳館⾼高等学校PTA主催特別企画「99歳ジャー
ナリストむのたけじ先⽣生講演会『若若い⼈人達に伝えたいこと』」の
模様を撮影したビデオを上映されました。�
「希望は絶望のど真ん中に」第４章「みんなの課題はみんなで取
り組む」前半部分、�
  �
そのほかに北北条常久さんの「世界に⾶飛び出した『秋⽥田⼈人』むのた
けじ、『たいまつ』を休刊して海外へ」を資料料として提供されま
した。�
  �
話し合いの主な内容�
 　冒頭に司会者から、①いまの「台湾有事」などの危機が叫ばれ
ているけれど、これをどうとらえるか、②15年年戦争などの過去の
戦争はどういうところで、どういう⾵風に始まったか、③加害責任
について、④現在の危機意識識や今までの戦争経験をどのように伝
えていくか,の4つテーマが提案された。�
 　これを受けた話し合いは④のどう伝えるかが４つの項⽬目で⼀一番
⼤大きな塊になったので、ここから始めます。�
 　特に若若い⼈人にどう伝えるかが議論論になりました。�
そのひとつは、撫順の奇跡の話を世⽥田⾕谷にある⾼高校が夏期講座で
してくれと⾔言われて話した経験です。時間が短いので、戦犯の⼈人
達の証⾔言を撮っているDVDも端折ってしましたが、話が終わった
あとに男⼦子⽣生徒が握⼿手を求めてきたことからも、⾼高校⽣生に何か伝
わったように思います。それにつけても、第⼆二次世界⼤大戦につい
て何も教わっていないと⾔言うことです(F.K.)。  �
  �
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 　�  こうした中で若若い⼈人に伝える取り組みの紹介がありました。
ひとつは、元埼⽟玉公⽴立立中学校社会科教員で、現在中央⼤大特任教
授の中條克俊（なかじょう・かつとし）さんという⼈人が、中学
校教員時代から現在に⾄至るまで戦争と平和を研究テーマにして、
地域で聞き取りを通して占領領時代史を掘り起こしをすすめる中
で、⽇日本の⽚片隅にあった歴史を若若い世代にも伝えたいとその活
動をしている⼈人の紹介がありました(H.N.)。また、前回にそ
の概要がはなされた学園祭で⾃自分たちの先輩が戦争にどういう
関わりを持ったかの展⽰示「戦争と外⼤大⽣生」について、実際の様
⼦子の報告がありました。今の⼤大学⽣生が熱⼼心に調べて膨⼤大な資料料
になったことと、⾒見見学者が当初100⼈人くらいと思っていたとこ
ろ1500⼈人もの⼈人が来て驚かされたことの報告がありました
(K.S.)。�
 　⼆二つの報告とも⾝身近なところにあることを掘り起こす形で戦
争を知るようにしているのですが、こうしたことをすることで
若若い⼈人にも興味を持ってもらえると⾔言うことがわかります。実
際調べなくとも、例例えば、今パレスチナのガサ地区へのイスラ
エル軍の侵攻し、虐殺まがいのことをしているが、考えてみる
と、⽇日本が満州に⼊入って⾔言っていく時と基本的には同じことで
ないか。1936年年広⽥田弘毅内閣の帝国議会で「⽇日本⼈人を500万
⼈人満州に住まわせ、われわれにとって都合のよい国を作る」と。
いますんで居る⼈人達をどうするかなど考えない。それと同じこ
とが起きているのではないかと考えているから、こうしたこと
を合わせて話すことで理理解が深まる史、⽇日本の過去のこともわ
かるのではないかと意⾒見見がありました（M.M.）.�
 　この項⽬目は報道機関のことが念念頭にあったかも知れませんが、
話題に上ったのは出版物のみでした。上丸洋⼀一著「南京事件と
新聞報道」（朝⽇日新聞出版）、倉⽥田富⼠士雄著「⾃自由への代償 　
ファシズムが吹き荒れた時代」（かもがわ出版）、相可⽂文代著
「ヒロポンと特攻」（論論創社）の紹介がありました（F.K.）。
出版だけの紹介になりましたが、近年年8⽉月⺠民主主義と⾔言われる
時でも、戦争に関する放送や新聞記事が⾒見見かけることが少なく
なってきているような気がします。�
 　③の加害責任に関係することは、2023年年が関東⼤大震災から
100年年ですが、このとき朝鮮⼈人虐殺があったことをものすごく
濃い話で先ほど紹介した中條克俊さんがしてくれました
(H.N.)。また、731部隊による⼈人体実験で多くの⼈人を殺してい
ます(M.M)。この話し合いでは少なかったですが、まだまだた
くさんあります。しかし、こうした加害の歴史を語ることは加
害の事実を語ることは、⼀一部の⼈人から反⽇日的だと攻撃されます。
たとえば、戦争の遂⾏行行のために、⽇日本で働かされた朝鮮⼈人を弔
う群⾺馬の森朝鮮⼈人追悼碑がこうした反対意⾒見見によって2024年年
群⾺馬県によって撤去されました。こうした加害の歴史は隠そう
としたりせずに、若若い⼈人にとりわけ伝えなければならないこと
でもあります。�
 　①②に関してのことには2023年年が「新しい戦前」という⾔言
葉葉がはやりましたから、それを私たちがどのような受け⽌止めを
持っているか、それから実際に15年年戦争に移るには何がある
かを追求したいと⾔言うことで設定したのだろうから、まとめま
す。�
 　これを受けて、ちょうど1週間前に台湾で総統選挙があった
ので、台湾に⾏行行ってきた⼈人の話がありました。台湾はもともと
国⺠民党の⼀一党独裁で台湾⼈人が抑圧されていたのですが、そこに
⺠民主進歩党という台湾⼈人の政党が出来て、「中国が唱えている
⼀一つの中国と⾔言う原則を認めない」と、現状維持を唱え、これ
をアメリカも⽀支持していることで、中国⼈人⺠民共和国との間で意
⾒見見相違があるいうような現状の話がありました(K.S.)。K.S.さ
んは⽇日本が台湾を50年年近く植⺠民地統治しておきながら、何も
しないというのがこの⼈人には不不満のようでしたが、現実は南⻄西
諸島にミサイル基地を作って圧⼒力力をかけているのでしょうし、
⼀一つの中国を認めて⽇日中国交正常化していることもわすれられ
ません。�
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 　ただし、こうしたミサイルを設置して緊張状態にあると、何か
の切切っ掛けで戦争にならならないか不不安になるので、②を問うて
いるのでしょう。これについての参加者からの発⾔言はありません
でしたが、むのたけじは「国⺠民の許可を取って始められた戦争は
皆無だ」とはなしています。だから、私たちは政府が暴暴⾛走しない
ように監視し、そうしたことをしない政権を選挙で選ぶ努⼒力力をす
るのです。�
    このように⻄西南諸島で中国などと対峙しているのは⾃自衛隊であり、
⽇日⽶米安保条約や⽇日⽶米地位協定に裏裏付けられた在⽇日⽶米軍です。そこ
に話が⾏行行きました。�
 　まず、⾃自衛隊に関して⾔言えば、憲法学者の⼤大半が違憲だという
が､世論論調査をすると圧倒的に合憲という感じです。野党なんかは
いろいろ揺れている。いろいろな⽴立立場があるだろうけど、どっち
かと⾔言えば､⾃自衛隊はいけんだろうと。ただ､災害救助なんかで⼤大
活躍しているところを⾒見見ると､違憲の存在と簡単に⾔言えるか､そう
考えると⾮非常にむずかしい問題かも知れないと⽣生きがする(K.S)。
2015年年の集団的⾃自衛権の容認後、敵基地攻撃保有論論が宣⾔言され、
南⻄西諸島にミサイルが配備されている本当に理理由を考えた時にも
う⼀一度度考えねばならない。尖閣諸島に漁船がきた。海警局の警備
艇がきたからで、その⽅方針転換が認められるものでもないような
気がします。�
 　沖縄の在⽇日⽶米軍による住⼈人に対する被害などが話題に多く上り
ますが、⽴立立川でも有機化合物PFAS（ピーファス）の地下⽔水汚染が
問題になっていますが、基地公害をばらまき続けて来たというこ
とも問題です。また、2021年年に成⽴立立した⼟土地利利⽤用規制法によって
⽶米軍基地、⾃自衛隊基地、原発の周辺などを注視地域、あるいは特
別注視地域に指定して､対象物から1km以内に住んでいる⼈人をプラ
イバシーに関わることを含めて調べられる可能性を含んでいたり、
基地機能を阻害するようなことをすると禁⽌止命令令が出せることに
なります。実際⽴立立川周辺では､横⽥田基地、陸陸上⾃自衛隊⽴立立川駐屯地、
陸陸上⾃自衛隊東⽴立立川駐屯地の3カ所が指定されています(S.A.)。こう
した状況変化に対して異異議を申していくのが市⺠民運動です。この
市⺠民運動について､近ごろ、理理想論論や抽象論論が多いが、⾃自衛隊を何
とかするというような具体的にしていかないと､今の軍拡路路線は⽌止
められない(M.T.)と⾔言う意⾒見見がありましたが、具体的に物ごとを追
求している動きがあるように思いました。�
    ⽴立立川といえば、今から70年年ほど前に1955年年旧⽶米軍⽴立立川基地拡張
するために、周辺の⼟土地を⼤大規模に収容する計画が持ち上がりま
す。これに地元住⼈人が反対する運動を始めた。学⽣生や労働者が⽀支
援し、警官隊と衝突を繰り返し、地名にちなんで、「砂川闘争」
とよばれる。この闘争は､基地内の⺠民有地返還などを巡る複数の訴
訟活動などもし、68年年に拡張計画は中⽌止になり、最終的に77年年全
⾯面返還されます。こうした流流れは地元住⼈人の熱意で成し遂げられ
たものです。 　�
 　また、この闘争の中で、57年年柵が倒れ、基地内⽴立立ち⼊入ったとし
て学⽣生ら23⼈人が逮捕され､7⼈人が起訴される「砂川事件」が起きた。
50年年3⽉月、⼀一審東京地裁判決で、「⽶米軍駐留留は憲法9条２項に違反
する」と判断し、⽇日⽶米安全保障条約に基づく刑事特別法で起訴さ
れた7⼈人を無罪とした。この『伊達判決』と呼ばれる⼀一審判決は⽶米
軍駐留留の正当性を揺るがす判断で、検察側が「跳躍上告」で応じ、
⽥田中⻑⾧長官が裁判⻑⾧長を務める最⾼高裁で､を破棄されるが、歴史的判断
でありました。その後はこうした判断されることはなく、このか
の少し前に砂川事件の国家賠償請求訴訟がありましたが、「判決
を⾔言い渡します。原告の請求を棄却する。」という30秒もかから
ないものでした(S.A.)⼀一連の動きを⾒見見ていると､何か恣意的なもの
を感じます。�
 　最後に､講演の映像から、⼈人間関係で⼤大事な⼼心得として敬い合う
関係。それだけをとらえると、敬って⾃自分は従う､上下関係のとら
え⽅方をして誤解され得可能性があるが、ある⼀一定程度度⽣生きてきた
⼈人だと､愛とか、助け合意図かと⾔言うより敬うという⾔言葉葉が素晴ら
しいと思う。但し、⾼高校⽣生の時点ではわかるかどうかわからない。
(M.M)。�
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 　�

資料料❺ 　これまでの「むのたけじ反戦塾」�
 　 　 　 　（上映の記録）�
�
2022年年3⽉月21⽇日（休）�
むのたけじ地域・⺠民衆ジャーナリズム賞  受賞の集いプレ・イ
ベント「映像とお話の会」�
■参考映像『むのたけじ100歳の不不屈  伝統のジャーナリスト
次世代への伝⾔言』�
■お話：今に⽣生きる『たいまつ』の姿勢と思想        佐⾼高信さん�
2022年年8⽉月21⽇日（⽇日）�
● 　番組上映︎『まだ101歳むのたけじ─戦争を殺す⽇日まで』�
●︎「いま戦争と改憲の危機に私達は何をどのように闘うか」�
 　 　佐⾼高信さん  中垣克久さん  愛敬浩⼆二さん  阿部美砂さん�
2022年年10⽉月10⽇日（休）�
「むのたけじ反戦塾」設⽴立立準備会�
●『笑う101歳×2  笹本恒⼦子  むのたけじ』上映�
● 　河⾢邑厚徳  監督のお話�
2022年年12⽉月18⽇日（⽇日）�
第1回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考映像『NHKスペシャル「⽇日本⼈人はなぜ戦争に向かっ�
 　 　たのか」�
2023年年3⽉月12⽇日（⽇日）�
第2回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考映像 　『100歳、叫ぶ  元従軍記者の戦争反対」�
2023年年7⽉月6⽇日（⽊木）�
第3回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考映像『100年年インタビュー 　ジャーナリスト�
 　 　むのたけじ」前半�
2023年年8⽉月26⽇日（⼟土）�
第4回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考映像『100年年インタビュー 　ジャーナリストむのた�
 　 　けじ」後半�
2023年年11⽉月23⽇日（⽊木･祝）�
第5回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考映像「むのたけじ100歳のつどい�
 　 　『ジャーナリズム・メディアの再⽣生〜～戦後70年年・未来へ�
 　 　 　の課題』（66分）2015年年4⽉月制作�
2024年年1⽉月20⽇日（⼟土）�
第6回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考上映：秋⽥田県⽴立立秋⽥田明徳館⾼高等学校PTA主催特別企�
 　 　画「99歳のジャーナリストむのたけじ先⽣生講演会『若若い�
 　 　⼈人達に伝えたいこと」（108分）講演：2014年年3⽉月10⽇日�
2024年年３⽉月20⽇日（⽔水･休）�
第7回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考上映：「99歳のジャーナリストむのたけじ先⽣生講演�
 　 　会『若若い⼈人達に伝えたいこと」（108分）�
 　 　講演：2014年年3⽉月10⽇日�
2024年年6⽉月15⽇日（⼟土）�
第8回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考上映：「むのたけじさんを囲む会」�
 　 　（中帰連平和記念念館2014年年6⽉月11⽇日）�
2024年年8⽉月17⽇日（⼟土）�
第９回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考上映：「2016年年憲法有明集会でのむのたけじさん�
 　 　反戦の訴え」ＴＶ番組「まだ101歳  むのたけじ─戦争を�
 　 　殺す⽇日まで」�
2024年年11⽉月16⽇日（⼟土）�
第10回  むのたけじ反戦塾�
● 　参考上映：「むのたけじ緊急講演会『戦争を考える』」�
 　 　戦争とジャーナリズム�
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【MEMO】�

 　�

�
むのたけじ反戦塾�

�
 　 　問合せ先：090−4599−5314  武野 　�
E-‐‑‒Mail:dmuno@jcom.home.ne.jp�

 　 　〒338−0006 　さいたま市中央区⼋八王⼦子4-‐‑‒7-‐‑‒10-‐‑‒201�
※参加希望者はご連絡お願いします。�

�


